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市からのおしらせ満載

不法投棄は「犯罪」です（2～3）

インフォメーション（24～29）

環境政策課からのお知らせ（4～5）

移動市長室（12～13）

四季ゆたか　きらめく雲仙　ゆめみらい

雲仙市中体連陸上競技大会
（関連6～7ページ）



　

風
光
明
媚
な
雲
仙
市
の
山
や
川
。

　

し
か
し
、
道
路
沿
い
や
河
川
沿
い
に
は
吸
殻
、
空
き
缶
な
ど
が
散

乱
し
、
林
道
の
奥
に
は
家
電
製
品
や
建
築
廃
材
、
農
作
物
な
ど
の
不

法
投
棄
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

自
分
の
土
地
で
あ
っ
て
も
不
法
投
棄
に
変
わ
り
は
な
く
、
一
度
ご

み
が
捨
て
ら
れ
る
と
次
か
ら
次
へ
と
捨
て
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

「
少
し
く
ら
い
…
」「
通
り
道
だ
か
ら
…
」「
め
ん
ど
う
だ
か
ら
…
」

と
い
う
軽
い
気
持
ち
で
捨
て
ら
れ
た
ご
み
で
、
多
く
の
人
た
ち
が
迷

惑
し
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
、
豊
か
な
自
然
と
景
観
を
損
な
う
だ
け
で
な
く
、
地

下
水
の
汚
染
な
ど
、
生
活
環
境
に
被
害
を
も
た
ら
す
危
険
を
は
ら
ん

で
い
ま
す
。

　

一
度
悪
化
し
た
環
境
を
元
に
戻
す
た
め
に
は
多
く
の
費
用
と
時
間

が
か
か
り
ま
す
。

　

市
民
の
生
活
環
境
や
健
康
を
守
る
た
め
、
不
法
投
棄
は
止
め
ま

し
ょ
う
。

廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法） ～抜粋～

（投棄禁止） 
第十六条　何人も、みだりに廃棄物を捨ててはならない。 

（罰則規定） 
第二十五条　次の各号のいずれかに該当する者は、五年以下の懲役若しくは千万円以下の罰金に処し、又はこれを併科する。 
　一から十三（省略）
　十四　第十六条の規定に違反して、廃棄物を捨てた者 
　十五以下（省略）
２　前項第十二号、第十四号及び第十五号の罪の未遂は、罰する。

第三十二条　法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使用人その他の従業者が、その法人又は人の業務に関し、次の各号に掲げ
　る規定の違反行為をしたときは、行為者を罰するほか、その法人に対して当該各号に定める罰金刑を、その人に対して各本条の罰
　金刑を科する。 
　一　第二十五条第一項第一号から第四号まで、第十二号、第十四号若しくは第十五号又は第二項　一億円以下の罰金刑 
　二　第二十五条第一項（前号の場合を除く。）、第二十六条、第二十七条、第二十八条第二号、第二十九条又は第三十条　各本条の
　　罰金刑

不法投棄等
監視パトロール

　廃棄物の適正処理を確保
するため、環境監視員を配
置し、不法投棄多発地区を
中心に、市内各所をパト
ロールしています。

不法投棄
禁止看板の設置
　不法投棄の防止策と
して、山間地などに不
法投棄禁止看板の設置
を行っています。

関係機関との協力
　保健所や警察など、関
係機関と協力体制をとり
ながら、パトロールなど
を行い、不法投棄の防止
に努めています。

不法投棄対策の取り組み

土
地
所
有
者
や
管
理
者
の

皆
さ
ん
へ
お
願
い

　

不
法
投
棄
の
場
所
と
し
て
、
あ
な
た
の

土
地
が
狙
わ
れ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

す
で
に
不
法
投
棄
場
所
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。

　

私
有
地
内
に
ご
み
が
捨
て
ら
れ
た
場
合

は
、
土
地
の
所
有
者
も
し
く
は
管
理
者
が
、

自
ら
の
責
任
で
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

不
法
投
棄
場
所
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
山
間
地
・
平
野
部
を
問
わ
ず
、
土
地
の

　

所
有
者
や
管
理
者
は
、
日
ご
ろ
か
ら
雑

　

草
の
除
去
、
枝
木
の
せ
ん
定
を
し
っ
か

　

り
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

清
潔
に
管
理
し
て
い
な
い
土
地
ほ
ど
、

　

不
法
投
棄
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
。

○
自
分
の
土
地
に
は
、
こ
ま
め
に
足
を
運

　

び
、
管
理
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　

勝
手
に
立
ち
入
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
必

　

要
に
応
じ
て
柵
や
フ
ェ
ン
ス
、
不
法
投

　

棄
防
止
看
板
を
設
置
し
た
り
、
鎖
で
施

　

錠
す
る
な
ど
し
て
、
侵
入
防
止
対
策
を

　

と
り
ま
し
ょ
う
。

不法投棄された廃棄物。生活環境を破壊する危険性もあります（過去の例）

ゴミ捨て

禁止！

ふ
う
こ
う
め
い
び

●広報うんぜん
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野
焼
き
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す

可
燃
ご
み
用
袋
に

か
ん
・
び
ん
を
入

れ
な
い
で

井
戸
水
を
飲
用
し

て
い
る
皆
さ
ま
へ

精霊船及び提灯、灯籠などの処理についてのお知らせ

◎精霊船
○精霊船は、海岸などでは絶対に燃やさないでください。
○精霊船は解体し、
　可燃物は高さ0.6m、幅１m、長さ２m以下にして、
　西部リレーセンターへ直接搬入してください。
　不燃物については金属部分のみを、吾妻町・愛野町・千々石町・小
浜町・南串山町在住の人は県央不燃物再生センターに、国見町・瑞
穂町在住の人は島原リサイクルプラントに直接搬入してください。

◎提灯、灯籠など
○切子灯籠（素材が可燃物のみでできているもの）は、可燃ごみ用袋に入れて、ゴミステーションに出すか、
西部リレーセンターへ直接搬入してください。

○丸提灯、丸灯籠（素材に分別の難しい針金、釘などの不燃物が使われているもの）は、下図のように、
針金部分を3～4つに裁断して、電気部分（コード含む）を取り外し、可燃ごみ用袋に入れてゴミステー
ションに出すか、西部リレーセンターに直接搬入してください。
電気部分（コード含む）は、不燃ごみ用袋に入れてゴミステーションに出すか、吾妻町・愛野町・千々石町・
小浜町・南串山町在住の人は県央不燃物再生センターに、国見町・瑞穂町在住の人は島原リサイクル
プラントに直接搬入してください。

◆西部リレーセンター（可燃物） ☎0957－27－5600
◆県央不燃物再生センター（不燃物） ☎0957－23－3892
◆島原リサイクルプラント（不燃物） ☎0957－64－4885（8/15・16は臨時休業）

※いずれも、直接搬入時には、ごみ処理手数料が必要です

電気部分（コード含む）は、
不燃ごみとして、指定日に
ゴミステーションに出すか、
指定された施設に直接搬入
してください。

針金などがついた部分を３
～４つに裁断して、可燃ご
みとしてゴミステーション
へ出すか、指定された施設
に直接搬入してください。

高さ0.6ｍ以内

長さ２ｍ以内
幅１ｍ以内

＜分別の方法＞

しょうろうぶね ちょうちん とう  ろう

●広報うんぜん
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優勝 国見中
２位 瑞穂中
３位 千々石中
 〃 小浜中

【男子】
優勝 小浜中
２位 愛野中
３位 千々石中

【男子・個人】
優勝 前森航介（小浜）
２位 佐藤大樹（小浜）
３位 荒木　航（小浜）
 〃 本田直之（小浜）

【女子・個人】
優勝 本田愛実（小浜）
２位 津田茉由（小浜）
３位 岡田知子（小浜）
 〃 田中絵理香（小浜）

【共通・200m】
優勝 堀川輝一（千々石）
 25秒00
２位 中田大城（瑞穂）
３位 前田祐磨（国見）

【共通・400m】
優勝 大場貴瑛（瑞穂）
 54秒77☆
２位 堀川輝一（千々石）
３位 中田優人（小浜）

【共通・800m】
優勝 森田貴士（国見）
 2分06秒92☆
２位 林田康祐（愛野）
３位 中田優人（小浜）

【共通・3000m】
優勝 久保亮太（瑞穂）
 9分48秒71☆
２位 本田力也（千々石）☆
３位 濱崎蓮（千々石）

【共通・110mハードル】
優勝 尾上勇気（愛野）
 19秒08
２位 吉井貴也（千々石）

【3年・100m】
優勝 中田大城（瑞穂）
 12秒20☆
２位 前田憲臣（国見）
３位 前田祐磨（国見）

【3年・1500m】
優勝 森田貴士（国見）
 4分22秒53☆
２位 福田慶次郎（瑞穂）☆
３位 林田康祐（愛野）☆

【2年・100m】
優勝 中田圭哉（国見）
 12秒35☆
２位 宅島優司（北串）☆
３位 片山翔瑛（瑞穂）

【2年・1500m】
優勝 和田一也（南串）
 4分33秒70☆
２位 本田力也（千々石）☆
３位 樫澤将平（瑞穂）

【1年・100m】
優勝 藤田道大（吾妻）
 13秒57
２位 西山将平（国見）
３位 永尾政彰（瑞穂）

【1年・1500m】
優勝 木戸洸利（千々石）
 4分47秒30☆
２位 井出真輝（北串）☆
３位 田中颯真（愛野）

【低学年・100mハードル】
優勝 宅島優司（北串）
 16秒88☆
２位 福田翔悟（北串）☆
３位 中峯悠希（愛野）☆

【共通・4×100mリレー】
優勝 瑞穂中（福田･大場･大場･中田）
 46秒85☆
２位 国見中☆
３位 吾妻中☆

【2年・4×100mリレー】
優勝 小浜中（田中･崎戸･多田･田中）
 49秒89☆
２位 国見中
３位 瑞穂中

【1年・4×100mリレー】
優勝 瑞穂中（渕上･永尾･中田･東）
 53秒35☆
２位 愛野中
３位 国見中

【低学年・4×100mリレー】
優勝 吾妻中（白山･内村･藤田･前田）
 52秒01
２位 国見中
３位 愛野中

【共通・200m】
優勝 関愛里咲（小浜）
 26秒98☆
２位 松田美海（吾妻）
３位 横田美幸（千々石）

【共通・1500m】
優勝 寺田晴菜（北串）
 5分01秒62○
２位 三原志穂（国見）
３位 林田華奈（千々石）

【共通・100mハードル】
優勝 村里瑞穂（国見）
 16秒54
２位 小原愛（小浜）
３位 高森美夕希（国見）

【3年・100m】
優勝 関愛里咲（小浜）
 13秒29
２位 村里瑞穂（国見）
３位 谷口恵美（小浜）

【3年・800m】
優勝 寺田晴菜（北串）
 2分27秒74
２位 林田華奈（千々石）
３位 日向米華（愛野）

【2年・100m】
優勝 松田美海（吾妻）
 13秒87
２位 奥村明子（北串）
３位 池田真紀（国見）

【2年・800m】
優勝 三原志穂（国見）
 2分31秒46
２位 吉原愛梨沙（北串）
３位 大村真結（南串）

【1年・100m】
優勝 寺田佳穂（国見）
 13秒88☆
２位 日向葵（愛野）
３位 本多彩佳（愛野）

【1年・800m】
優勝 松田千秋（南串）
 2分37秒52
２位 福田夢子（瑞穂）
３位 芦塚夏美（瑞穂）

【低学年・80mハードル】
優勝 平愛里（国見）
 13秒95
２位 奥村明子（北串）
３位 日向葵（愛野）

【共通・4×100mリレー】
優勝 小浜中（谷口･田中･森･関）
 53秒33
２位 国見中
３位 愛野中

【2年・4×100mリレー】
優勝 国見中（横山･平･酒井･池田）
 54秒19☆
２位 北串中☆
３位 愛野中

【1年・4×100mリレー】
優勝 国見中（高森･寺田･荒木･境）
 55秒35
２位 愛野中
３位 瑞穂中

【低学年・4×100mリレー】
優勝 国見中（池田･境･荒木･酒井）
 55秒99
２位 愛野中
３位 瑞穂中

【共通・走高跳】
優勝 荒木直人（国見）
 1m50㎝
２位 柴田純平（吾妻）

【共通・棒高跳】
優勝 田中裕人（国見）
 2m20㎝

【共通・走幅跳】
優勝 前田憲臣（国見）
 5m67㎝
２位 上田純平（吾妻）
３位 永田直也（吾妻）

【共通・三段跳】
優勝 吉田裕志（吾妻）
 11m46㎝☆
２位 大久保恵峰（愛野）
３位 七條裕哉（愛野）

【共通・砲丸投】
優勝 田中克幸（北串）
 11m09㎝☆
２位 町田亘久（吾妻）
３位 木村太志（北串）

【共通・走高跳】
優勝 馬場美里（北串）
 1m41㎝☆
２位 甲斐ちひろ（北串）
３位 櫻田千尋（国見）

【共通・走幅跳】
優勝 横田美幸（千々石）
 5m02㎝☆
２位 中村小雪（南串）
３位 庄崎有希（吾妻）

【共通・砲丸投】
優勝 三宅亜好沙（南串）
 11m00㎝☆
２位 酒井佳那（南串）
３位 渋谷美樹（愛野）

【男子】
優勝 南串中
２位 国見中
３位 北串中
 〃 吾妻中

優勝 南串中
２位 国見中
３位 千々石中
 〃 小浜中

【女子】
優勝 小浜中
２位 国見中
３位 南串中
 〃 千々石中

【男子】
優勝 小浜中
２位 吾妻中
３位 瑞穂中

【女子】
優勝 吾妻中
２位 千々石中
３位 国見中

【男子】
優勝 国見中
２位 千々石中
３位 吾妻中
 〃 瑞穂中

【男子・個人】
優勝 吉川・飯田（国見）
２位 植木・幸田（吾妻）
３位 城臺・尾﨑（千々石）
 〃 酒井・坂本（国見）

【女子・個人】
優勝 﨑田・本田（瑞穂）
２位 上田・俵（瑞穂）
３位 徳永・長田（国見）
 〃 三雲・荒木（国見）

【女子】
優勝 千々石中
２位 瑞穂中
３位 吾妻中
 〃 国見中

【男子】
優勝 愛野中
２位 国見中
３位 吾妻中
 〃 小浜中

【男子・個人】
優勝 七條裕哉（愛野）
２位 藤本一騎（小浜）
３位 伊藤優志（小浜）
 〃 植木　克（吾妻）

【女子・個人】
優勝 松﨑香里（愛野）
２位 馬場亜侑美（吾妻）
３位 井上裕子（小浜）
 〃 鈴木かりん（国見）

【女子】
優勝 吾妻中
２位 国見中
３位 小浜中

【男子】
優勝 吾妻中
２位 国見中
３位 小浜中

【男子・個人】
各クラス優勝者
55㎏級 　稲田　貴（吾妻）
60㎏級 　永田直也（吾妻）
66㎏級 　堀内郁実（吾妻）
73㎏級 　松本翔太（国見）
81㎏級 　井出謙一（小浜）
90㎏級 　町田亘久（吾妻）
90㎏超級 　宅島健佑（小浜）

【女子・個人】
各クラス優勝者
44㎏級 　北村琴子（瑞穂）
48㎏級 　平野杏奈（愛野）
52㎏級 　永田　央（吾妻）
57㎏級 　土橋若菜（吾妻）
63㎏級 　馬渡紗織（吾妻）
70㎏超級 　渋谷美樹（愛野）

【女子】
優勝 吾妻中

【女子】
優勝 小浜中
２位 南串中
３位 吾妻中

敬称略
☆は、大会新記録
○は、大会タイ記録
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優勝 国見中
２位 瑞穂中
３位 千々石中
 〃 小浜中

【男子】
優勝 小浜中
２位 愛野中
３位 千々石中

【男子・個人】
優勝 前森航介（小浜）
２位 佐藤大樹（小浜）
３位 荒木　航（小浜）
 〃 本田直之（小浜）

【女子・個人】
優勝 本田愛実（小浜）
２位 津田茉由（小浜）
３位 岡田知子（小浜）
 〃 田中絵理香（小浜）

【共通・200m】
優勝 堀川輝一（千々石）
 25秒00
２位 中田大城（瑞穂）
３位 前田祐磨（国見）

【共通・400m】
優勝 大場貴瑛（瑞穂）
 54秒77☆
２位 堀川輝一（千々石）
３位 中田優人（小浜）

【共通・800m】
優勝 森田貴士（国見）
 2分06秒92☆
２位 林田康祐（愛野）
３位 中田優人（小浜）

【共通・3000m】
優勝 久保亮太（瑞穂）
 9分48秒71☆
２位 本田力也（千々石）☆
３位 濱崎蓮（千々石）

【共通・110mハードル】
優勝 尾上勇気（愛野）
 19秒08
２位 吉井貴也（千々石）

【3年・100m】
優勝 中田大城（瑞穂）
 12秒20☆
２位 前田憲臣（国見）
３位 前田祐磨（国見）

【3年・1500m】
優勝 森田貴士（国見）
 4分22秒53☆
２位 福田慶次郎（瑞穂）☆
３位 林田康祐（愛野）☆

【2年・100m】
優勝 中田圭哉（国見）
 12秒35☆
２位 宅島優司（北串）☆
３位 片山翔瑛（瑞穂）

【2年・1500m】
優勝 和田一也（南串）
 4分33秒70☆
２位 本田力也（千々石）☆
３位 樫澤将平（瑞穂）

【1年・100m】
優勝 藤田道大（吾妻）
 13秒57
２位 西山将平（国見）
３位 永尾政彰（瑞穂）

【1年・1500m】
優勝 木戸洸利（千々石）
 4分47秒30☆
２位 井出真輝（北串）☆
３位 田中颯真（愛野）

【低学年・100mハードル】
優勝 宅島優司（北串）
 16秒88☆
２位 福田翔悟（北串）☆
３位 中峯悠希（愛野）☆

【共通・4×100mリレー】
優勝 瑞穂中（福田･大場･大場･中田）
 46秒85☆
２位 国見中☆
３位 吾妻中☆

【2年・4×100mリレー】
優勝 小浜中（田中･崎戸･多田･田中）
 49秒89☆
２位 国見中
３位 瑞穂中

【1年・4×100mリレー】
優勝 瑞穂中（渕上･永尾･中田･東）
 53秒35☆
２位 愛野中
３位 国見中

【低学年・4×100mリレー】
優勝 吾妻中（白山･内村･藤田･前田）
 52秒01
２位 国見中
３位 愛野中

【共通・200m】
優勝 関愛里咲（小浜）
 26秒98☆
２位 松田美海（吾妻）
３位 横田美幸（千々石）

【共通・1500m】
優勝 寺田晴菜（北串）
 5分01秒62○
２位 三原志穂（国見）
３位 林田華奈（千々石）

【共通・100mハードル】
優勝 村里瑞穂（国見）
 16秒54
２位 小原愛（小浜）
３位 高森美夕希（国見）

【3年・100m】
優勝 関愛里咲（小浜）
 13秒29
２位 村里瑞穂（国見）
３位 谷口恵美（小浜）

【3年・800m】
優勝 寺田晴菜（北串）
 2分27秒74
２位 林田華奈（千々石）
３位 日向米華（愛野）

【2年・100m】
優勝 松田美海（吾妻）
 13秒87
２位 奥村明子（北串）
３位 池田真紀（国見）

【2年・800m】
優勝 三原志穂（国見）
 2分31秒46
２位 吉原愛梨沙（北串）
３位 大村真結（南串）

【1年・100m】
優勝 寺田佳穂（国見）
 13秒88☆
２位 日向葵（愛野）
３位 本多彩佳（愛野）

【1年・800m】
優勝 松田千秋（南串）
 2分37秒52
２位 福田夢子（瑞穂）
３位 芦塚夏美（瑞穂）

【低学年・80mハードル】
優勝 平愛里（国見）
 13秒95
２位 奥村明子（北串）
３位 日向葵（愛野）

【共通・4×100mリレー】
優勝 小浜中（谷口･田中･森･関）
 53秒33
２位 国見中
３位 愛野中

【2年・4×100mリレー】
優勝 国見中（横山･平･酒井･池田）
 54秒19☆
２位 北串中☆
３位 愛野中

【1年・4×100mリレー】
優勝 国見中（高森･寺田･荒木･境）
 55秒35
２位 愛野中
３位 瑞穂中

【低学年・4×100mリレー】
優勝 国見中（池田･境･荒木･酒井）
 55秒99
２位 愛野中
３位 瑞穂中

【共通・走高跳】
優勝 荒木直人（国見）
 1m50㎝
２位 柴田純平（吾妻）

【共通・棒高跳】
優勝 田中裕人（国見）
 2m20㎝

【共通・走幅跳】
優勝 前田憲臣（国見）
 5m67㎝
２位 上田純平（吾妻）
３位 永田直也（吾妻）

【共通・三段跳】
優勝 吉田裕志（吾妻）
 11m46㎝☆
２位 大久保恵峰（愛野）
３位 七條裕哉（愛野）

【共通・砲丸投】
優勝 田中克幸（北串）
 11m09㎝☆
２位 町田亘久（吾妻）
３位 木村太志（北串）

【共通・走高跳】
優勝 馬場美里（北串）
 1m41㎝☆
２位 甲斐ちひろ（北串）
３位 櫻田千尋（国見）

【共通・走幅跳】
優勝 横田美幸（千々石）
 5m02㎝☆
２位 中村小雪（南串）
３位 庄崎有希（吾妻）

【共通・砲丸投】
優勝 三宅亜好沙（南串）
 11m00㎝☆
２位 酒井佳那（南串）
３位 渋谷美樹（愛野）

【男子】
優勝 南串中
２位 国見中
３位 北串中
 〃 吾妻中

優勝 南串中
２位 国見中
３位 千々石中
 〃 小浜中

【女子】
優勝 小浜中
２位 国見中
３位 南串中
 〃 千々石中

【男子】
優勝 小浜中
２位 吾妻中
３位 瑞穂中

【女子】
優勝 吾妻中
２位 千々石中
３位 国見中

【男子】
優勝 国見中
２位 千々石中
３位 吾妻中
 〃 瑞穂中

【男子・個人】
優勝 吉川・飯田（国見）
２位 植木・幸田（吾妻）
３位 城臺・尾﨑（千々石）
 〃 酒井・坂本（国見）

【女子・個人】
優勝 﨑田・本田（瑞穂）
２位 上田・俵（瑞穂）
３位 徳永・長田（国見）
 〃 三雲・荒木（国見）

【女子】
優勝 千々石中
２位 瑞穂中
３位 吾妻中
 〃 国見中

【男子】
優勝 愛野中
２位 国見中
３位 吾妻中
 〃 小浜中

【男子・個人】
優勝 七條裕哉（愛野）
２位 藤本一騎（小浜）
３位 伊藤優志（小浜）
 〃 植木　克（吾妻）

【女子・個人】
優勝 松﨑香里（愛野）
２位 馬場亜侑美（吾妻）
３位 井上裕子（小浜）
 〃 鈴木かりん（国見）

【女子】
優勝 吾妻中
２位 国見中
３位 小浜中

【男子】
優勝 吾妻中
２位 国見中
３位 小浜中

【男子・個人】
各クラス優勝者
55㎏級 　稲田　貴（吾妻）
60㎏級 　永田直也（吾妻）
66㎏級 　堀内郁実（吾妻）
73㎏級 　松本翔太（国見）
81㎏級 　井出謙一（小浜）
90㎏級 　町田亘久（吾妻）
90㎏超級 　宅島健佑（小浜）

【女子・個人】
各クラス優勝者
44㎏級 　北村琴子（瑞穂）
48㎏級 　平野杏奈（愛野）
52㎏級 　永田　央（吾妻）
57㎏級 　土橋若菜（吾妻）
63㎏級 　馬渡紗織（吾妻）
70㎏超級 　渋谷美樹（愛野）

【女子】
優勝 吾妻中

【女子】
優勝 小浜中
２位 南串中
３位 吾妻中

敬称略
☆は、大会新記録
○は、大会タイ記録
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バレーボール
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陸上（トラック・女子）

陸上（フィールド・女子）
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　雲仙市と長崎市でつくる「第1�回全国棚田（千枚田）サミット実
行委員会」の第1回目の会合が、�月1�日にホテルグランドパレス諌
早で開かれました。
　実行委員会では、会長に奥村愼太郎雲仙市長、副会長に田上富久
長崎市長が選出され、開催日を平成�0年10月1�日（木）から1�日（土）
までとすることなどが承認されました。今後、中山間地域の農業を
象徴する棚田を「都市と農村の交流の舞台」と位置づけ、多くの皆
さんのご支援を得ながら、多彩な催しを企画していきます。
　実行委員会は、長崎県をはじめとする1�の団体で構成されますが、
今後は、市民の皆さんにも参加していただきながら、棚田サミット
に向けた取り組みを進めていきます。構成団体は以下のとおりです。

雲仙市・長崎市・雲仙市議会・長崎市議会・長崎県・長崎県警察本
部・雲仙市教育委員会・長崎市教育委員会・雲仙市農業委員会・長
崎市農業委員会・島原雲仙農業協同組合・長崎西彼農業協同組合・
雲仙市商工会・長崎商工会議所・雲仙市観光協議会・㈳長崎国際観
光コンベンション協会（順不同）

棚 田 サ ミ ッ ト 実 行 委 員 会 が 発 足
2008年　第14回全国棚田（千枚田）サミット

↑日本棚田百選にも選ばれた千々石町の清水棚田

Q 棚田サミットとは
　棚田サミットを開いている全国棚
田（千枚田）連絡協議会は、棚田を
もつ市町村と棚田保全に取り組む団
体や個人が集まって、平成7年9月に
発足した組織です。過去の棚田サ
ミットでは、基調講演、分科会、事
例発表、パネルディスカッション、
全体交流会、棚田見学会などが企画
されてきました。
　今年は、8月24日から25日まで栃
木県茂

も て ぎ

木町で開催されます。

　雲仙市がまだすスポーツクラブ設立準備委員会（中村昭夫委員長
ほか1�人）が�月��日に発足しました。
　このスポーツクラブは、楽しく気軽なスポーツ活動を通して、雲
仙市内のスポーツの振興を図り、住民の健康づくり、生きがいづく
り、仲間づくりを目的としています。�年後には、民間主導による
自主的・主体的なスポーツクラブを設立し、いつでも・どこでも・
だれでも・いつまでも気軽にスポーツを楽しめる生涯スポーツ社会
の実現を図っていきます。
　本年度は、市教育委員会、市体育協会との連携・支援・援助によ
り、�月から1�月にスポーツ教室（ソフトバレーボール、卓球、ヨガ、
軽スポーツ）及びスポーツ交流大会を開くように計画しています。
今後、参加者の募集を行いますので、多くの市民の皆さんの参加を
お待ちしています。

スポーツクラブ設立準備委員会が発足
総合型地域スポーツクラブ「（仮称）雲仙市がまだすスポーツクラブ」

↓
会
長
に
選
出
さ
れ
た
奥
村
市
長

↑生涯スポーツ社会の実現を目指して

↑設立準備委員会の第1回会合
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Topics WIDE

　雲仙塾では、青年を対象とし、住民主体のまちづく
りなどに関する学習や地域資源を活用した事業の実
践・提案を通じて、雲仙市の将来を担うリーダーの育
成を目指しています。
　第1回目の開催となった�月�日は、小浜町歴史資料
館を会場として奥村市長を講師に迎え、塾生�人と熱
い議論が交わされました。
※塾生募集　雲仙塾では、塾生を随時募集しています。
　詳しくは企画課地域振興班へお問い合わせください。

リ ー ダ ー 育 成 を 目 指 し
第1回雲仙塾

↑奥村市長の講演を熱心に聴く塾生たち

　市では、UIターンなどを含め、雲仙市への定
住推進を図るため、第1回雲仙市定住推進協議会
を�月��日、吾妻町ふるさと会館で開きました。
　この協議会は、Iターンの市民�人、自治会長、
農協、漁協、商工会関係者、学識経験者、市職
員など1�人で構成され、この日、宮城県仙台市
から千々石町に移住された松本由利さんが会長
に選出されました。
　同協議会では、今年度中に�回程度の協議会を
開くほか、移住者による座談会なども予定して
います。

定 住 推 進 に 向 け て
雲仙市定住推進協議会

　雲仙市庁舎建設市民懇話会の第1回会議が、�月1�
日に吾妻町ふるさと会館で開かれました。
　会議では、10人の委員が市から委嘱を受け、座長
には、菊森淳文さん（財団法人ながさき地域政策研
究所常務理事）が選任されました。
　また、この日は、庁舎建設市民懇話会と各地域審
議会との合同会議も開かれ、現状での庁舎の問題点
や市の財政状況などについての説明が行われまし
た。今後、庁舎建設市民懇話会および各地域審議会
において、雲仙市にふさわしい庁舎の整備のあり方
について、協議が進められます。

庁 舎 整 備 の あ り 方 に つ い て
雲仙市庁舎建設市民懇話会

↑いろいろな分野から定住推進のための協議がなされます

↑第１回雲仙市庁舎建設市民懇話会のようす
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　平成18年度は平均世帯数10,897世帯、平均被保険者数26,832人を対象にして医療の
給付を行いました。国民健康保険の加入状況については、前年度と比べ平均世帯数で82
世帯、0.8パーセントの増、平均被保険者数で312人、1.1パーセントの減となっています。
　一方、医療費は、110億2,668万4千円で前年度比2.1パーセントの増となり年々増
加傾向にあります。

　左のグラフは、雲仙市の国保に加入している75歳
以上の人が、どんな病気で多く医療費がかかってい
るのかの割合を示しています。（H18.5診療分）
　このグラフによると、脳梗塞や心臓病などの疾患
が特に多く、全体の４割を占めています。
　これらは、生活習慣病と呼ばれるものと、その合
併症で、日ごろの健康管理が大きく関係します。現在、
高血圧症や糖尿病などの生活習慣病と診断され治療
中の人は、その治療に専念することが大切です。また、
食事や運動などの生活習慣を改善することが、生活
習慣病の予防と改善につながります。

　右のグラフは、雲仙市の平成15年度
から平成18年度までの老人医療の１人
当たり医療費と受給者数の推移です。
　受給者数は、平成14年度の制度改正
により、老人医療受給対象者が70歳以
上から75歳以上になってからは減少し
ていますが、１人当たりの医療費は、
年々増加しています。

高血圧、脳梗塞、
心臓病など

がんなど
ぜんそく、
肺炎、気管支炎など

精神および行動の障害

胃炎、十二指腸炎、
肝疾患など

腎臓の疾患など

関節症、神経痛、
痛風など

骨折など

その他

40%

9%8%
7%

6%

6%

6%

5%

13％

食生活の改善や適度の運動を心がけ、
生活習慣病を予防しましょう！

医
療
費
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す

○国保医療費○
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が
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受診率の推移

※受診率が高いということは、医療機関に
　かかる人が多い

※１日当たり医療費が高いということは、
　高度な診療を受けている

※１件当たり日数が多いということは、診
　療に長期間を要している

１日当たり医療費の推移 １件当たり日数

　健康な生活を送るために、運動や食生活に気を配り、健康診査等を受けられて、
生活習慣病を予防しましょう。
　家族皆さんで医療費に関心を持って、生活を見つめ直してみませんか。

老人…75歳以上の人または65歳を超え、身体障害者福祉法により、３級以上の障害が認定されている
人が対象

退職前期高齢・一般前期高齢…それぞれに該当する人のうち、70歳以上75歳未満の人
退職…長い間会社などに勤め、国民年金以外の年金制度に20年以上または40歳を過ぎて10年以上

の加入期間があり、現在年金の受給権が発生している人で老人保健の対象とならない人が対象
一般…上記に該当しないすべての被保険者が対象

■問い合わせ　市役所　保険年金課

○老人医療費○

18,224 17,905 17,378 16,784

345 693 1,039 1,361
1,569 1,604 1,662 1,782

122

184,936

84,237

257 394 541

7,228 6,932 6,671 6,364

27,488 27,391 27,144 26,832
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365,780 587,633 815,209537,506 519,277 573,935 610,381
155,283 195,370 289,712
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一般
一般前期高齢
退職
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808,690 826,690 863,366
905,275

9,463
9,071

8,681
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9,895 10,062 10,158
10,522

9,733 9,688 9,606
10,104

11,579 11,753
12,104 12,714

8,000
8,500
9,000
9,500
10,000
10,500
11,000
11,500
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12,500
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年度

2.69 2.66 2.60 2.60
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　平成18年度は平均世帯数10,897世帯、平均被保険者数26,832人を対象にして医療の
給付を行いました。国民健康保険の加入状況については、前年度と比べ平均世帯数で82
世帯、0.8パーセントの増、平均被保険者数で312人、1.1パーセントの減となっています。
　一方、医療費は、110億2,668万4千円で前年度比2.1パーセントの増となり年々増
加傾向にあります。

　左のグラフは、雲仙市の国保に加入している75歳
以上の人が、どんな病気で多く医療費がかかってい
るのかの割合を示しています。（H18.5診療分）
　このグラフによると、脳梗塞や心臓病などの疾患
が特に多く、全体の４割を占めています。
　これらは、生活習慣病と呼ばれるものと、その合
併症で、日ごろの健康管理が大きく関係します。現在、
高血圧症や糖尿病などの生活習慣病と診断され治療
中の人は、その治療に専念することが大切です。また、
食事や運動などの生活習慣を改善することが、生活
習慣病の予防と改善につながります。

　右のグラフは、雲仙市の平成15年度
から平成18年度までの老人医療の１人
当たり医療費と受給者数の推移です。
　受給者数は、平成14年度の制度改正
により、老人医療受給対象者が70歳以
上から75歳以上になってからは減少し
ていますが、１人当たりの医療費は、
年々増加しています。
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心臓病など
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肺炎、気管支炎など
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胃炎、十二指腸炎、
肝疾患など

腎臓の疾患など

関節症、神経痛、
痛風など

骨折など

その他
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受診率の推移

※受診率が高いということは、医療機関に
　かかる人が多い

※１日当たり医療費が高いということは、
　高度な診療を受けている

※１件当たり日数が多いということは、診
　療に長期間を要している

１日当たり医療費の推移 １件当たり日数

　健康な生活を送るために、運動や食生活に気を配り、健康診査等を受けられて、
生活習慣病を予防しましょう。
　家族皆さんで医療費に関心を持って、生活を見つめ直してみませんか。

老人…75歳以上の人または65歳を超え、身体障害者福祉法により、３級以上の障害が認定されている
人が対象

退職前期高齢・一般前期高齢…それぞれに該当する人のうち、70歳以上75歳未満の人
退職…長い間会社などに勤め、国民年金以外の年金制度に20年以上または40歳を過ぎて10年以上

の加入期間があり、現在年金の受給権が発生している人で老人保健の対象とならない人が対象
一般…上記に該当しないすべての被保険者が対象

■問い合わせ　市役所　保険年金課

○老人医療費○

18,224 17,905 17,378 16,784

345 693 1,039 1,361
1,569 1,604 1,662 1,782
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（
市
長
）
こ
れ
ま
で
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
主
役
に
な
っ
て
、
雲
仙
市
と
一
緒
に
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
頂
い
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
信
念
の
元
で
こ
の
移
動
市
長
室
を
続

け
て
き
ま
し
た
が
、

も
っ
と
た
く
さ
ん

の
地
域
の
方
に
参

加
い
た
だ
き
、
地

域
の
声
を
聴
い
て

い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
感
じ
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
先
の
時
代
は
、
非
常
に
厳
し
く
、
今

ま
で
の
よ
う
に
、
国
や
県
、
市
に
依
存
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、
皆
さ
ん
も
ど
の
よ
う

に
し
て
、
ま
ち
を
変
え
て
い
く
か
、
未
来
を
切
り

開
い
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、
ご
意
見

を
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
事
務
局
）
事
前
に
い
た
だ
い
た
質
疑
へ
の
回
答

を
先
に
説
明
し
ま
す
。

　

Q
・
小
浜
か
ら
愛
野
ま
で
国
道
の
他
に
も
う
一

つ
道
路
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

A
・
島
原
半
島
�
市
で
つ
く
る
期
成
会
で
国
、

県
に
対
し
要
望
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
と
こ

ろ
目
途
は
立
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
粘
り
強

く
要
望
を
行
う
考
え
で
い
ま
す
。

　

Q
・
小
浜
に
は
�
小
学
校
、
�
中
学
校
あ
る
が
、

こ
れ
ら
を
統
合
で
き
な
い
か
。
小
人
数
で
は
団
体

活
動
や
協
調
性
を
育
む
活
動
が
で
き
に
く
い
と
思

う
。

　

A
・
実
績
と
し
て
は
、
本
年
�
月
末
、
木
指
小

学
校
小
田
山
分
校
を
本
校
に
統
合
し
ま
し
た
。
ま

た
、
雲
仙
中
学
校
及
び
北
串
中
学
校
に
つ
き
ま
し

て
は
、
小
浜
中
学
校
と
の
統
合
に
向
け
て
、
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

Q
・
小
浜
体
育
館
を
新
た
に
建
設
し
、
全
国
や

九
州
大
会
レ
ベ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
誘
致
し
て

増
客
を
目
指
し
て
は
。

　

A
・
効
果
的
で
あ
り
、
収
容
能
力
の
あ
る
大
型

施
設
が
必
要
で
あ
る
と
は
考
え
ま
す
が
、
建
設
に

は
多
額
の
経
費
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
他
事
業
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

　

Q
・
県
央
地
区
へ
の
早
朝
直
通
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
運
行
が
で
き
な
い
か
。
バ
ス
の
座
席
や
乗
り
換

え
の
愛
野
駅
ホ
ー
ム
が
狭
く
、
混
雑
し
て
危
険
で

あ
る
。

　

A
・
直
行
バ
ス
で
す
が
、
車
両
や
人
的
問
題
、

ま
た
、
愛
野
〜
諫
早
間
に
お
い
て
は
、
島
鉄
バ
ス

と
島
原
鉄
道
が
平
行
し
て
運
行
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
愛
野
駅
で
乗
換
え
を
し
て
頂
い
て
い
る
状

況
で
す
。
も
し
、
諫
早
方
面
に
直
行
バ
ス
を
運
行

し
た
場
合
、
バ
ス
を
1�
台
、
運
転
手
を
1�
人
確
保

し
、
約
3
6
0
0
万
円
の
経
費
が
必
要
と
な
る
試

算
が
出
て
い
ま
す
。

　

バ
ス
の
規
格
や
駅
の
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
島

鉄
㈱
と
協
議
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

Q
・
庁
舎
建
設
の
要
望

　

A
・
本
年
度
、
庁
舎
建
設
市
民
懇
話
会
を
設
置

し
、
こ
れ
ま
で
の
庁
舎
建
設
に
係
る
議
論
の
経
緯
、

市
の
財
政
状
況
な
ど
を
説
明
し
な
が
ら
、
住
民
代

表
と
し
て
の
委
員
の
皆
様
に
、「
市
に
ふ
さ
わ
し

い
庁
舎
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
率
直
な
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
総
合
的
に
判
断
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

合
併
時
と
は
状
況
が
変
化
し
た
中
で
「
雲
仙
市

中
期
財
政
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
財
政

計
画
で
は
、
夕
張
市
の
よ
う
な
財
政
再
建
団
体
に

な
ら
な
い
た
め
に
は
、
建
設
事
業
や
補
助
費
な
ど

の
年
次
的
な
削
減
が
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
計
画

に
は
、
庁
舎
建
設
な
ど
の
大
型
事
業
は
加
味
し
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
庁
舎
を
建
設
す
る
に
は
更
な
る

事
業
の
峻
別
や
取
捨
選
択
、
補
助
費
な
ど
の
縮
減

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

Q
・
イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
に
つ
い
て

　

A
・
防
除
棚
設
置
、
捕
獲
免
許
補
助
、
講
習
会

の
開
催
、
捕
獲
業
務
委
託
等
あ
ら
ゆ
る
対
策
を
講

じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
山
領
地
区
を
モ
デ
ル
と
し

て
、
半
島
の
鳥
獣
対
策
協
議
会
と
連
携
し
、
県
の

専
門
員
に
よ
る
認
定
農
業
者
協
議
会
へ
の
研
修
会

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

Q
・
総
合
支
所
の
職
員
配
置
に
つ
い
て

　

A
・
現
在
の
人
員
配
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各

総
合
支
所
管
内
の
人
口
規
模
、
窓
口
業
務
や
事
業

の
実
績
等
に
配
慮
し
て
配
置
し
て
い
ま
す
。
行
政

改
革
大
綱
に
お
い
て
合
併
後
10
年
間
で
職
員
数

3
5
0
名
と
す
る
目
標
を
設
定
し
、
目
標
実
現
に

向
け
て
努
め
て
い
ま
す
。

（
馬
場
榮
子
）
小

浜
〜
諫
早（
愛
野
）

間
の
幹
線
道
路
に

つ
い
て
、
山
領
地

区
か
ら
千
々
石
に

つ
な
が
る
道
路
整

備
を
検
討
し
て
頂

き
た
い
。

（
市
長
）
こ
の
地
区
は
、
林
道
と
し
て
道
路
整
備

を
行
う
に
し
て
も
難
し
く
、
小
浜
バ
イ
パ
ス
と
い

う
話
も
あ
り
ま
す
が
、
経
費
が
2
5
0
億
円
程
か

か
る
と
い
う
こ
と
で
予
算
的
に
厳
し
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

し
か
し
、
山
領
〜
木
場
地
区
の
道
路
は
、
現
在
、

現
地
調
査
に
入
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
千
々
石
〜
愛

野
間
の
広
域
道
路
整
備
の
目
途
が
立
ち
ま
し
た
。

（
町
田
）
地
域
高

規
格
道
路
の
整
備

に
つ
い
て
、
普
賢

岳
噴
火
災
害
で
島

原
〜
深
江
間
に
道

路
が
出
来
た
た
め

凍
結
し
た
と
聞
い

て
い
る
諫
早
〜
加
津
佐
間
の
計
画
を
復
活
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
で
す
か
。

（
市
長
）
三
県
架
橋
整
備
の
可
能
性
が
高
か
っ
た

時
に
、
計
画
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
バ
ブ
ル
崩
壊
の

時
期
と
重
な
り
ま
す
が
、
そ
の
普
賢
岳
災
害
に
よ

り
、
生
命
財
産
を
守
る
た
め
と
避
難
道
路
と
い
う

観
点
か
ら
、
島
原
〜
深
江
間
の
バ
イ
パ
ス
を
整
備

し
ま
し
た
。
今
も
う
一
本
道
路
を
整
備
す
る
こ
と

は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
応
、
地
域
高
規
格

道
路
が
、
愛
野
ま
で
延
び
て
着
実
に
前
進
し
て
い

ま
す
。

（
町
田
）
現
在
、
小
浜
小
学
校
の
体
育
館
が
緊
急

避
難
所
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
緊
急
時
に
避
難
す

る
場
所
と
し
て
は
行
き
に
く
い
。
少
路
自
治
公
民

館
は
冷
暖
房
完
備
、
ガ
ス
も
あ
る
の
で
避
難
場
所

　

第
14
回
目
を
迎
え
た
移
動
市
長
室
。

　

今
回
か
ら
は
、
地
域
毎
に
、
小
学
校
区
単

位
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

6
月
19
日
、
小
浜
小
学
校
区
自
治
会
を
対

象
に
、
日
ご
ろ
市
長
と
直
接
話
す
こ
と
の
少

な
い
各
年
代
の
市
民
が
参
加
し
、
地
域
の
問

題
点
や
市
政
に
対
す
る
提
案
な
ど
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

市
長
が
動
く
。

　

ま
ち
が
変
わ
る
。

　
　

み
ん
な
で
変
え
る
。

「小浜小学校区域の問題点や
市政を尋ねる」

第14回移動市長室意見交換会

（▲町田正廣さん） （▲馬場榮子さん）

（▲奥村市長）
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と
し
て
は
適
応
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

（
金
澤
）
本
庁
の

庁
舎
建
設
に
つ
い

て
。　

（
市
長
）
シ
ン
ボ
ル
的
に
は
新
し
く
作
っ
た
ほ
う

が
い
い
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
国

の
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
る
交
付
税
や
補
助
金
の

カ
ッ
ト
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
事
業
の
見
直
し
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
集
中
と
選
択
で
、
他
の
こ
と

は
我
慢
す
る
け
ど
庁
舎
を
つ
く
る
、
庁
舎
は
後
回

し
で
市
民
生
活
を
優
先
す
る
、
な
ど
と
い
う
議
論

も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

（
事
務
局
）
今
後
1�
年
か
け
て
、
市
で
や
り
た
い
、

や
れ
る
事
業
を
そ
の
ま
ま
実
施
し
た
場
合
、
約

3
2
0
億
円
か
か
り
ま
す
。
そ
う
し
た
ら
ど
う
な

る
か
。
間
違
い
な
く
夕
張
市
の
よ
う
に
な
る
。
そ

う
な
ら
な
い
よ
う
に
普
通
建
設
事
業
費
や
補
助
金

を
、
年
間
数
％
ず
つ
削
減
し
て
行
く
。
そ
れ
で

や
っ
と
、
財
政
が
確
保
で
き
る
と
い
う
状
況
で
す
。

そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
率
直
な
意
見
を
聴
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
金
澤
）
庁
舎
建
設
市
民
懇
話
会
委
員
が
募
集
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
人
数
は
。

（
事
務
局
）
市
民
懇
話
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
各
地

域
審
議
会
推
薦
者
�
名
と
一
般
公
募
者
�
名
、
学

識
経
験
者
1
名
の
合
計
10
名
で
す
。

（
渡
邊
）
庁
舎
建
設
は
、
公
約
で
す
よ
ね
。
聞
い

て
い
る
と
、
庁
舎
建
設
以
外
に
や
る
こ
と
が
あ
る

の
で
、
先
延
ば
し
を
考
え
て
い
る
風
に
し
か
聞
こ

え
な
い
の
で
す
が
。

（
金
子
副
市
長
）
私
達
の
公
約
と
い
う
よ
り
も
合

併
協
議
会
で
、
庁
舎
は
愛
野
に
建
設
す
る
、
職
員

は
3
5
0
人
ま
で
削
減
す
る
と
決
め
ま
し
た
。
職

員
削
減
は
、
直
接
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な

が
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
我
々
の
努
力
に
よ
っ
て
あ

る
程
度
カ
バ
ー
で
き
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
庁
舎
建
設
は
、
40
億
円
程
度
が
か
か
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
当
然
、
新
た
な
負
担
、
我
慢
を
し

て
い
た
だ
く
も
の

が
出
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
説
明
を

さ
せ
て
頂
い
た
上

で
、
皆
さ
ん
ご
納

得
の
上
で
決
定
し

ま
し
ょ
う
と
い
う

こ
と
で
す
。

（
馬
場
榮
子
）
夕
張
市
の
よ
う
に
は
な
り
た
く
な

い
で
す
。
庁
舎
建
設
よ
り
も
、
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

さ
せ
る
方
が
市
民
に
と
っ
て
は
い
い
で
す
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
時
代
だ
か
ら
、
庁
舎
が
ど
こ
で
も

問
題
は
あ
ま
り
な
い
と
思
い
ま
す
。

（
菅
）
庁
舎
問
題

で
す
が
、
コ
ン
パ

ク
ト
で
も
構
わ
な

い
の
で
、
愛
野
に

で
き
な
い
も
の
か

と
思
い
ま
す
。

（
馬
場
榮
子
）
も
う
す
ぐ
夏
休
み
で
す
が
、
子
ど

も
達
の
こ
と
で
私
達
が
何
か
役
に
た
て
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
あ
れ
ば
。

（
事
務
局
）
今
回
、
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者

は
、
活
動
す
る
時
に
制
約
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
今
、
そ
の
よ
う
な
方
を
援
助
す
る
人
た
ち

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

（
田
中
信
子
）
小

浜
町
に
も
子
ど
も

の
遊
び
場
を
兼
ね

た
施
設
が
あ
っ
て

も
良
い
と
思
い
ま

す
。
小
浜
文
化
館

に
図
書
室
は
あ
り

ま
す
が
、
室
内
は
暗
く
、
駐
車
場
も
狭
い
。

（
市
長
）
旧
県
営
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
�
階
を
利

用
し
て
も
い
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

（
田
中
信
子
）
小
浜
町
に
は
、
子
ど
も
達
の
安
全

性
を
考
え
た
遊
び
場
や
親
子
で
親
し
め
る
場
所
が

な
か
っ
た
。
子
ど
も
達
が
歩
い
て
行
け
る
所
で
、

い
ろ
ん
な
世
代
交
流
が
で
き
る
遊
び
場
が
あ
れ
ば
、

子
ど
も
達
を
取
り
巻
く
環
境
も
よ
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

（
副
島
）
今
、
子

ど
も
達
を
取
り
巻

く
環
境
が
厳
し
く
、

胸
を
張
っ
て
、
私

達
は
、
小
浜
・
雲

仙
で
す
っ
て
言
え

る
よ
う
に
環
境
を

よ
く
し
て
ほ
し
い
。

（
城
谷
）
防
災
無

線
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。

（
事
務
局
）
今
年
度
中
に
整
備
し
、
戸
別
受
信
機

も
全
世
帯
に
設
置
す
る
予
定
で
す
。

（
平
岩
）
受
信
機

を
全
世
帯
に
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
台

風
も
�
月
こ
ろ
に

関
係
し
て
く
る
と

思
い
ま
す
が
。

（
金
子
副
市
長
）
�
月
の
台
風
時
に
は
出
来
る
よ

う
に
指
示
を
出
し
ま
す
。
絶
対
に
と
は
言
え
ま
せ

ん
が
、
間
に
合
う
よ
う
に
指
示
は
致
し
ま
す
。

（
菅
）
学
校
統
合
問
題
で
す
が
、
当
然
反
対
意
見

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
学
校
統
合
と
併
せ
て
制
服

と
か
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
な
ど
の
不
安
を
取
り
除

い
た
ら
、
統
合
も
進
め
や
す
い
の
で
は
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

意見交換会参加者（自治会）

中田　敏勝（下山領）
小原　三千（上山領）
馬場　榮子（北村）
馬場真由見（北野）
渡邊健次郎（平松）
田中　信子（羽毛合）
町田　正廣（少路）
平岩　公子（朝日山）
草野　和豊（東中）
副島　純子（西中）

川原　安恵（田之中）
馬場澄斗志（刈水）
山口　玲子（北湯ノ崎）
山下　健治（南湯ノ崎）
田中　祐也（山ノ上）
宮嵜　清康（脇浜）
本多　邦子（上脇）
菅　　記博（新町）
城谷　重成（道前）
金澤　　隆（びん串）

（▲金澤隆さん）

（▲渡邊健次郎さん）

（▲金子副市長）

（▲菅記博さん）

（▲城谷重成さん） （▲副島純子さん） （▲田中信子さん）

（▲平岩公子さん）
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（
市
長
）
小
浜
町
に
は
中
学
校
が
�
校
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
ま
ま
少
子
化
が
続
け
ば
、
学
校
存
続
が

厳
し
い
と
思
い
ま
す
。
主
役
は
、
親
で
も
な
く
、

地
域
で
も
な
く
、
そ
こ
で
学
ぶ
子
ど
も
達
な
の
で

す
。
統
合
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
で
温
度
差
が
あ

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

（
町
田
）
生
徒
が
少
な
い
と
、
共
同
作
業
や
集
団

行
動
の
基
本
が
身
に
つ
か
な
い
し
、
社
会
人
に
な

る
為
の
素
質
が
育
た
な
い
。
切
磋
琢
磨
が
人
を
育

て
る
。
今
の
親
は
大
き
な
学
校
に
行
か
せ
た
と
い

う
思
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
ん
な
に
問
題
は
な

い
と
思
い
ま
す
。

（
市
長
）
千
々
石
第
二
小
学
校
や
北
串
小
学
校
も

児
童
数
が
少
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
ご
意
見
の

よ
う
に
競
争
心
が
必
要
だ
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
少
数
教
育
で
こ
そ
情
操
教
育
が
で
き

る
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。（

山
下
）
商
店
街

の
活
性
化
に
つ
い

て
。
商
店
街
で
も

ホ
テ
ル
で
も
空
き

店
舗
が
目
立
ち
ま

す
。
商
工
業
者
と

し
て
、
先
行
き
が

心
配
で
す
。
人
口
や
観
光
客
の
減
少
で
ま
す
ま
す

小
浜
町
の
魅
力
が
な
く
な
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

市
に
頼
っ
て
ば
か
り
で
は
い
け
な
い
で
す
が
、
ア

ド
バ
イ
ス
を
頂
き
た
い
。

（
事
務
局
）
観
光
客
誘
客
対
策
と
し
て
は
、
街
歩

き
の
拠
点
と
し
て
歴
史
資
料
館
を
観
光
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
の
活
用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
商

店
街
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
平
成
1�
年
度
か
ら

商
店
街
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
改
良
し
、
個
店
や
地

域
商
店
街
の
情
報
発
信
に
努
め
て
い
ま
す
。

（
市
長
）
私
た
ち
は
、
今
ま
で
人
を
呼
ぶ
努
力
を

し
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
、
長
崎
大
学
環
境

科
学
部
と
連
携
を
と
っ
て
い
ま
す
。
市
が
、温
泉
・

自
然
科
学
・
川
・
海
・
水
な
ど
の
研
究
の
場
を
提

供
し
、
そ
の
代
わ
り
に
学
生
が
、
市
内
で
気
付
い

た
事
、
些
細
な
事
か
ら
意
見
を
出
し
て
、
持
ち
つ

持
た
れ
つ
で
や
ろ
う
と
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
山
下
）吾
妻
で
は
蘭
を
全
国
に
出
荷
し
て
頑
張
っ

て
い
る
T
V
が
あ
り
ま
し
た
。
小
浜
も
、
メ
ロ
ン

と
か
、
農
家
に
も
頑
張
っ
て
も
ら
い
地
場
産
業
を

盛
り
上
げ
、
活
性
化
に
結
び
つ
け
て
頂
き
た
い
。

（
本
多
）
び
ん
串

地
区
か
ら
口
之
津

間
の
広
域
道
路
は
、

夜
に
な
る
と
暗
く

て
怖
い
。
パ
ト

ロ
ー
ル
の
強
化
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
市
長
）
関
係
機
関
と
協
議
し
ま
す
。

（
山
口
）
北
湯
ノ

崎
地
区
で
、
観
光

客
に
「
観
光
案
内

所
や
ち
ゃ
ん
ぽ
ん

の
お
い
し
い
お
店

は
ど
こ
で
す

か
？
」
と
か
聞
か

れ
ま
す
が
、
マ
ッ
プ
を
置
い
て
あ
る
と
、
解
り
や

す
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
遊
歩
道
の
街
灯
が

消
え
て
い
る
の
で
、
危
な
い
気
が
し
ま
す
。

（
市
長
）
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
マ
ッ
プ
と
い
う
の
が
作
成

さ
れ
、
食
堂
な
ど
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

（
馬
場
澄
斗
志
）

近
く
で
、
男
の
子

が
い
た
ず
ら
さ
れ

た
、
と
半
年
前
の

こ
と
を
、
最
近
聞

き
ま
し
た
が
、
こ

ん
な
事
が
あ
っ
た

場
合
、
知
ら
せ
る
何
か
が
な
い
も
の
か
と
思
い
ま

す
。
学
校
は
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

（
金
子
副
市
長
）
我
々
も
把
握
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
声
か
け
事
案
と
か
あ
っ
た
ら
、
教
育

委
員
会
や
学
校
で
も
警
察
で
も
構
わ
な
い
の
で
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
ど
こ
で
も
対
応
し
ま
す
。

（
川
原
）
上
ノ
川

地
区
で
す
が
、
街

灯
が
あ
る
け
ど
暗

く
て
点
か
な
い
。

（
草
野
）
刈
水
地

区
に
下
る
坂
道
に
、

街
灯
が
や
っ
と
点

き
ま
し
た
。
そ
れ

と
、
救
急
車
が
入

れ
る
道
路
建
設
を

旧
町
の
時
に
進
め

ま
し
た
が
、
中
断
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
新
市
で

も
、
継
続
的
な
計
画
が
残
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

（
支
所
長
）
公
共

土
木
事
業
で
は
、

引
き
続
い
て
や
っ

て
い
け
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。
予
算

と
し
て
は
2
0
0

万
円
が
限
度
で
す
。

（
馬
場
真
由
見
）

例
え
ば
�0
歳
以
上

の
お
年
寄
り
の
家

庭
で
、
ボ
タ
ン
一

つ
で
何
処
か
に
連

絡
が
行
く
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

（
金
子
副
市
長
）
申
請
を
し
て
も
ら
え
ば
緊
急
通

報
装
置
を
貸
し
出
す
事
業
が
あ
り
ま
す
。

（
小
原
）
給
食
セ

ン
タ
ー
を
作
っ
て

頂
い
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

御
飯
が
お
い
し
い

と
聞
い
て
い
ま
す
。

（
中
田
）
北
村
バ

ス
停
か
ら
の
歩
道

1
0
0
m
程
が
、

狭
く
て
危
な
い
の

で
、
ガ
ー
ド
パ
イ

プ
を
お
願
い
し
た

い
。
子
ど
も
が
安

全
に
通
学
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

（
金
澤
）
庁
舎
建
設
に
こ
だ
わ
り
ま
す
が
、
条
例

に
庁
舎
は
愛
野
町
に
と
明
記
し
て
あ
り
ま
す
。
最

優
先
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
。

（
市
長
）
庁
舎
に
関
し
ま
し
て
は
、
財
源
を
伴
う

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
い
ろ
い
ろ
な
意
見
も
含

め
て
最
終
的
な
結
論
を
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
発
言
さ
れ
た
よ
う
に
、
住
み
よ
い
町
、

誇
り
を
持
て
る
町
と
言
え
る
よ
う
に
す
る
に
は
、

皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
こ
の

町
を
ど
う
す
る
か
自
覚
を
も
っ
て
参
加
し
、
意
見

を
述
べ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

今
日
頂
い
た
意
見
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
答
え

を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
我
々
も
努
力
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
文
中
敬
称
略
）

第14回移動市長室意見交換会「小浜小学校区域の問題点や市政を尋ねる」第14回移動市長室意見交換会「小浜小学校区域の問題点や市政を尋ねる」

（▲山下健治さん）

（▲馬場澄斗志さん） （▲山口玲子さん） （▲本多邦子さん）

（▲馬場真由見さん） （▲宮田支所長） （▲草野和豊さん） （▲川原安恵さん）

（▲小原三千さん）（▲中田敏勝さん）
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８月１
日から

身体障害者用駐車場利用証（パーキング・パーミット）制度
が始まります

　私たちがまちに出かけたとき、公共施設や身近なスーパーマーケットな
どの駐車場に、身障者マークがある駐車場を目にするようになりました。
　この身障者用駐車場は、身体に障害のある人が施設を利用しやすいよう
に、施設の入口付近にあり、スペースも広くつくられています。（これは、
車いすを使用する人が車の乗り降りをするときに、ドアを全開にできるス
ペースが必要なためです）
　しかし、障害のある人たちからは、「障害のない人が駐車しているため、
このスペースに駐車することができない」という声が多く寄せられていま
す。
　長崎県では、「身体障害者用駐車場利用者証（パーキング・パーミット）
制度」を実施することとなりました。

パーキング・パーミット制度とは

利用証交付対象者と申請に必要なもの

申請窓口と問合せ先 対象公共施設

　身障者用駐車場を必要とする人に、県内共通の利用証
（パーキング・パーミット）を交付し、身障者用駐車場
のうち、管理者の協力を得た駐車場を利用の際に、利用
証を掲示する制度です。
　また、この制度の対象となるのは、「歩行困難な人」とし、
身体に障害のある人のほか、高齢者や妊産婦の人なども
利用できます。
　なお、手数料は無料です。

①身体に障害のある人
②高齢者などで、要介護度２以上の人
③難病の人
④知的障害の人
⑤一時的理由（ケガや妊産婦など）

身体障害者手帳またはその写し
介護保険被保険者証またはその写し
特定疾患医療受給者証またはその写し
療育手帳またはその写し
診断書、母子健康手帳またはその写し

対　象　者

本　人
または
代理人

申　請　人必　要　な　も　の

※交付基準が定められていますので、申請窓口または電話でお尋ねください

市福祉事務所　福祉課　市民福祉班 ☎0957-36-2500
国見総合支所　市民生活課 ☎0957-78-2111
瑞穂総合支所　市民生活課 ☎0957-77-2111
市役所　福祉課吾妻駐在 ☎0957-38-3111
千々石総合支所　市民生活課 ☎0957-37-2001
小浜総合支所　市民生活課 ☎0957-74-2111
南串山総合支所　市民生活課 ☎0957-88-3111
長崎県　福祉保健部　社会福祉課 ☎095-824-1111

　現在、市内の公共施設における身障者用駐車場
は、対象施設一覧表に掲載の施設のみとなってい
ます。
　今後、施設のバリアフリー化もあわせて計画的
に整備し、やさしいまちづくりを進めます。ご迷
惑おかけしますがご理解をお願いします。
　なお、対象施設一覧表は、福祉事務所または市
役所、各総合支所受付窓口でお受け取りください。

　駐車場を利用している人を明らかにし、駐車スペースを確保しようとする制度です。
　みんながゆずりあう思いやりの心を持ち、「みんなが安心して暮らしやすいまちづくり」に、
ご理解とご協力をお願いします。

←
利
用
証
を
車
内
の
ル
ー
ム
ミ
ラ
ー
に

　

か
け
て
使
用
し
ま
す
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雲
仙
市
入
札
制
度
に
つ
い
て
　

【
第
五
回
】

【
シ
リ
ー
ズ
】

管
財
課

■入札で落札した施工業者は、契約締結後、
前金払請求をすることができます。（ただ
し、契約額が1000万円を超える場合のみ）
■請求できる金額は、契約額の10分の4以
内の額です。（ただし、委託契約の場合は
10分の3以内）
■市は、適正な請求書を受領した後、20日
以内に請求された金額を支払います。

■工事がある程度進んだ段階で、施工業者は、
部分払請求をすることができます。（ただ
し、契約額が1000万円を超える場合のみ）
■部分払を請求するにあたり、出来形検査
を受ける必要があります。
■請求できる金額は、出来形検査により計
算された額から受け取った前金払の金額
を差し引いた金額になります。
■市は、適正な請求書を受領した後、30日
以内に請求された金額を支払います。

■工事が完成した場合、施工業者は、完成
払請求をすることができます。
■完成払を請求するにあたり、完成検査を
受ける必要があります。
■請求できる金額は、契約金額から前金払
と部分払を差し引いた金額となります。
■市は、適正な請求書を受領した後、40日
以内に請求された金額を支払います。

◆前金払

◆部分払

◆完成払

雲　

仙　

市

施
工
業
者

雲　

仙　

市

施
工
業
者

雲　

仙　

市

施
工
業
者

契約

既済部分検査申込

出来形検査
（申込受領後14日以内）

（通知受領後14日以内）

工事完成通知

完成検査

前金払請求

（契約額の10分の4以内）

（20日以内）
前金払

部分払請求
（請求回数1回）

（30日以内）
部分払

完成払請求

（40日以内）
完成払

●前金払、部分払、完成払について
　今回は、建設工事などにおける「前金払」「部分払」「完成払」について説明します。
　建設工事の場合、契約金額（工事金額）が高額で、しかも契約期間（工期）が長期にわたることから、「完
成払」とは別に、契約相手からの請求に基づき、工事の途中で「前金払」、「部分払」を行っています。

◆詳細については、「雲仙市建設工事執行規則」「雲仙市契約規則」「雲仙市公共工事の前金払に関する要綱」
　「政府契約の遅延防止等に関する法律（通称：支払遅延防止法）」をご覧ください

●広報うんぜん
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弥生時代の甕棺（かめかん）
（瑞穂町伊古遺跡）

鍋島邸が国の重要文化財に
　国見町の神代小路重要伝統的建造物群保存地区に
ある「鍋島邸」が、6月18日に官報に告示されたこと
によって、国の重要文化財に指定されました。
　今回の指定により、県内の国指定重要文化財建造
物は、国宝3件、重要文化財26件となりました。
　今後も、保存に努めるとともに、地域の文化資源
として、有効に活用していきたいと思います。
　なお、「広報うんぜん6月号（№20）」にも詳しい記事
を掲載していますので、ご覧ください。

↑
鍋
島
邸
正
面
玄
関

最
近
、
遺
跡
に
お
け
る
無
届

工
事
や
貴
重
な
文
化
財
の

破
損
・
盗
難
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

埋
蔵
文
化
財
の
包
蔵
地
で
開
発

事
業
を
行
う
場
合
や
指
定
文
化
財

の
現
状
を
変
更
す
る
場
合
は
、
届

出
や
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

早
め
に
相
談
や
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

市
教
育
委
員
会

　

埋
蔵
文
化
財
整
理
室

　
　

0
9
5
7
（
��
）
2
3
3
4

埋
蔵
文
化
財 

雲
仙
市
内
に
は
、
た
く
さ

ん
の
古
代
遺
跡
（
埋
蔵
文
化
財
包

蔵
地
）
が
眠
っ
て
い
ま
す
。

　

遺
跡
の
あ
る
土
地
で
開
発
事
業

や
住
宅
の
建
設
を
行
う
場
合
は
、

文
化
財
保
護
法
に
基
づ
く
教
育
委

員
会
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　

工
事
や
開
発
事
業
を
計
画
さ
れ

る
場
合
は
、
事
前
に
、
遺
跡
の
有

無
や
範
囲
を
教
育
委
員
会
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物

雲
仙
市
内
に
は
、
特
別
名

勝
温
泉
岳
を
は
じ
め
と
し
た
、
史

跡
名
勝
天
然
記
念
物
が
あ
り
ま

す
。

　

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
指
定

区
域
内
で
現
状
を
変
更
す
る
場
合

は
、
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
許
可

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

許
可
ま
で
に
期
間
を
要
し
ま
す

の
で
、
早
め
に
相
談
お
よ
び
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
文
化
財
（
例
）

【
特
別
名
勝
】

　

温う
ん

泉ぜ
ん

岳
（
温
泉
岳
は
、
普
賢
岳

一
帯
か
ら
地
獄
地
帯
、
田
代
原
、

諏
訪
の
池
に
至
る
広
範
囲
が
指
定

区
域
と
な
り
ま
す
）

【
天
然
記
念
物
】

　

平
成
新
山
（
小
浜
町
）、
普
賢

岳
広
葉
樹
林
（
小
浜
町
）、
地
獄

岳
シ
ロ
ド
ウ
ダ
ン
群
落
（
小
浜

町
）、
野
岳
イ
ヌ
ツ
ゲ
群
落
（
小

浜
町
）、
原げ
ん

生せ
い

沼ぬ
ま

沼
し
ょ
う

野や

植
物
群
落

（
小
浜
町
）、
池
の
原
ミ
ヤ
マ
キ
リ

シ
マ
群
落
（
小
浜
町
）、
土
黒
川

の
オ
キ
チ
モ
ズ
ク
（
国
見
町
）
な

ど【
史
跡
】

　

南
串
山
の
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑

（
南
串
山
町
）、
小
浜
町
茂
無
田
の

キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
（
小
浜
町
）、

小
浜
町
椎
山
の
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑

（
小
浜
町
）、
小
浜
町
土
手
之
元
の

キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
（
小
浜
町
）、

鬼
の
岩
屋
（
国
見
町
）、
長
栄
寺

の
ひ
い
ら
ぎ
（
国
見
町
）、
杉
峰

城
跡（
瑞
穂
町
）、弘
法
原
遺
跡（
吾

妻
町
）、
一
本
松
遺
跡
（
愛
野
町
）

な
ど

◆
問
い
合
わ
せ

　

市
教
育
委
員
会

　
　

生
涯
学
習
課　

文
化
財
班

　

0
9
5
7
（
37
）
3
1
1
3

未
来
に
伝
え
よ
う
文
化
財

文
化
財
は
、
私
た
ち
国
民
共
有
の
財
産
で
す
。
み
ん
な
で「
保
護
・
保
存
・
活
用
」し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

↓
特
別
名
勝
温
泉
岳
指
定
地
区（
黒
く
ぬ
ら
れ
た
部
分
）
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この夏、 雲仙を遊ぶ。

家
族
そ
ろ
っ
て
お
出
か
け

平均気温22度の
高原リゾートへＧＯ!!

「こころぽかぽか
　　　　　　小浜温泉」

㈳雲仙観光協会
TEL 0957-73-3434
FAX 0957-73-2661
URL http://www.unzen.org

小浜温泉観光協会
TEL 0957-74-2672
FAX 0957-74-2884
URL http://www.obama.or.jp

　観光マップを片手に、地
獄や路地裏、外湯をさるい
てみては。
　お腹がすいたら、何気な
く見つけたお店に立ち寄る。
雲仙レモネードや温泉アイ
ス、ちゃんぽんなど、グル
メな出会いが待っているか
も…

UNZEN「ハイカラさんの街」フェスタはだしで遊ぼう雲仙

吾妻町夏祭り 愛の夏まつり

　かつて、雲仙温泉が外国人の避暑地としてにぎわいを見
せた時代。そのおしゃれで洗練された雰囲気から「ハイカ
ラさんの街」と呼ばれていました。
　このような歴史を生かしたイベントＵＮＺＥＮ「ハイカラ
さんの街」フェスタでは、子どもから大人まで、クラシカ
ルドレスやハイカラさんの衣装をレンタルすることができ
ます。この機会に、「ハイカラ」な衣装に身を包み、写真撮
影をしてみませんか。撮影された写真によるフォトコンテ
ストも実施します。
　また、期間中毎週土曜日の夜には、ケヤキ広場でのライ
ブイベントも予定されています。

参加費は無料です。ネイチャーゲームや夏
休み工作づくりなど、イベントも盛りだくさん。

8
11(土)～26(日)

会場

【問】

雲仙温泉街一帯

雲仙観光協会　0957-73-3434

8
22(水)

会場

【問】

雲仙ゴルフ場

市観光課　0957-38-3111

8
16(木)

小浜温泉夏祭り（小浜サンセットビート響）

8
25(土) 26(日)

会場

【問】

雲仙市役所駐車場

吾妻町夏祭り実行委員会
090-2084-9920

会場

【問】

小浜温泉街

小浜温泉観光協会
0957-74-2672

2007まつり雲仙

7 921(土)～ 1(土) 会場【問】

雲仙温泉街一帯

雲仙観光協会
0957-73-3434

8
25(土)

会場

【問】

愛野町運動公園

愛の夏まつり実行委員会
0957-36-2111

○午後６時～
○花火打ち上げ

○花火打ち上げ（26日）

○午後５時～
○花火打ち上げ

雲仙市小浜町南本町10
☎0957-74-3141

～サマータイムスペシャルプラン～

円円

円 円

大人

小人

宿泊料（税込）－１泊２食付－
（ただし、8/13～15を除く）

○ご予約の際、必ず「雲仙市民割引」と
お申し出ください。
○「住所の確認ができる書類等」（運転免
許証など）を提示してください。

入浴受付時間○入浴は、22:00までとなります。
○夕方（16:30）からの特別料金は、通常
どおり行います。
○高齢者（70歳以上）・障害者の人は、
　200円で入浴できます。

市民の皆さまのご利用をお待ちしています
割引特典 望洋荘宿泊のお客さまには、「リフレッシュセンターおばま」の割引特典があります。

ぜひご利用ください。

お詫びと訂正

（誤）入浴：515円（大人）→（正）入浴：525円（大人）
広報うんぜん７月号（13ページ）の記事の中で、望洋荘の入浴料が間違っていました。深くお詫びし、訂正します。
ご迷惑をおかけし、申し訳ありませんでした。

（住所・年齢の確認できるものや障害者手帳を提示してください）

●広報うんぜん
平成19年８月18



この夏、 雲仙を遊ぶ。

家
族
そ
ろ
っ
て
お
出
か
け

平均気温22度の
高原リゾートへＧＯ!!

「こころぽかぽか
　　　　　　小浜温泉」

㈳雲仙観光協会
TEL 0957-73-3434
FAX 0957-73-2661
URL http://www.unzen.org

小浜温泉観光協会
TEL 0957-74-2672
FAX 0957-74-2884
URL http://www.obama.or.jp

　観光マップを片手に、地
獄や路地裏、外湯をさるい
てみては。
　お腹がすいたら、何気な
く見つけたお店に立ち寄る。
雲仙レモネードや温泉アイ
ス、ちゃんぽんなど、グル
メな出会いが待っているか
も…

UNZEN「ハイカラさんの街」フェスタはだしで遊ぼう雲仙

吾妻町夏祭り 愛の夏まつり

　かつて、雲仙温泉が外国人の避暑地としてにぎわいを見
せた時代。そのおしゃれで洗練された雰囲気から「ハイカ
ラさんの街」と呼ばれていました。
　このような歴史を生かしたイベントＵＮＺＥＮ「ハイカラ
さんの街」フェスタでは、子どもから大人まで、クラシカ
ルドレスやハイカラさんの衣装をレンタルすることができ
ます。この機会に、「ハイカラ」な衣装に身を包み、写真撮
影をしてみませんか。撮影された写真によるフォトコンテ
ストも実施します。
　また、期間中毎週土曜日の夜には、ケヤキ広場でのライ
ブイベントも予定されています。

参加費は無料です。ネイチャーゲームや夏
休み工作づくりなど、イベントも盛りだくさん。

8
11(土)～26(日)

会場

【問】

雲仙温泉街一帯

雲仙観光協会　0957-73-3434

8
22(水)

会場

【問】

雲仙ゴルフ場

市観光課　0957-38-3111

8
16(木)

小浜温泉夏祭り（小浜サンセットビート響）

8
25(土) 26(日)

会場

【問】

雲仙市役所駐車場

吾妻町夏祭り実行委員会
090-2084-9920

会場

【問】

小浜温泉街

小浜温泉観光協会
0957-74-2672

2007まつり雲仙

7 921(土)～ 1(土) 会場【問】

雲仙温泉街一帯

雲仙観光協会
0957-73-3434

8
25(土)

会場

【問】

愛野町運動公園

愛の夏まつり実行委員会
0957-36-2111

○午後６時～
○花火打ち上げ

○花火打ち上げ（26日）

○午後５時～
○花火打ち上げ

雲仙市小浜町南本町10
☎0957-74-3141

～サマータイムスペシャルプラン～

円円

円 円

大人

小人

宿泊料（税込）－１泊２食付－
（ただし、8/13～15を除く）

○ご予約の際、必ず「雲仙市民割引」と
お申し出ください。
○「住所の確認ができる書類等」（運転免
許証など）を提示してください。

入浴受付時間○入浴は、22:00までとなります。
○夕方（16:30）からの特別料金は、通常
どおり行います。
○高齢者（70歳以上）・障害者の人は、
　200円で入浴できます。

市民の皆さまのご利用をお待ちしています
割引特典 望洋荘宿泊のお客さまには、「リフレッシュセンターおばま」の割引特典があります。

ぜひご利用ください。

お詫びと訂正

（誤）入浴：515円（大人）→（正）入浴：525円（大人）
広報うんぜん７月号（13ページ）の記事の中で、望洋荘の入浴料が間違っていました。深くお詫びし、訂正します。
ご迷惑をおかけし、申し訳ありませんでした。

（住所・年齢の確認できるものや障害者手帳を提示してください）

19 ●広報うんぜん
平成19年８月



サマーキャンペーン開催中！サマーキャンペーン開催中！サマーキャンペーン開催中！サマーキャンペーン開催中！
健康生活をはじめてみよう!!

送迎バスもあります
詳しくはお問合せ下さい

期間中2人以上同時入会で

月会費の他、年間保険料420円、送迎バスご利用の方は
バス維持管理費525円が別途必要となります。

大人会員（16才以上）

入会諸費用無料

お一人様入会の場合は

75％OFF
開催期間

8月31日まで8月31日まで

豊
富
な
設
備
と
充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

健
康
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

水
泳
は
、肌
感
覚
、バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
通
じ
て
、

知
能
・
身
体
の
発
育
を
助
け
、お
子
様
の
可
能
性
を

大
き
く
引
き
出
し
ま
す
。

入会諸費用 8,400円
月会費 4,725円

※すべての大人会員の方は、スタジオレッスンを受講できます。
（エアロビクス・ステップ台・太極拳・ヨガなど）
※すべての会員の方は、望洋荘の休憩料割引特典があります。

※子どもコースには、選手育成コースもあります。

子ども会員定期コース 子どもコース入会諸費用　5,250円

開館時間
（月～土曜日） 10:00～21:00
（日曜日）
    3月～11月 10:00～18:00
  12月～  2月 13:00～18:00
（祝祭日） 10:00～18:00

リフレッシュセンターおばま
長崎県雲仙市小浜町南本町24－23

☎ 0 9 5 7 － 7 6 － 0 7 0 7

お問合せ・お申し込みは

幼児コース
（3才～6才）
●水慣れ
●基本練習

【火・木・土】
14:30～15:45

月会費／
週1回　5,775円
週2回　7,000円

ベビーコース
（6ヶ月～3才）
親子スイミング【月・水・金】

10:30～11:30

月会費／
週1回　6,000円
週2回　7,000円

児童（C）コース
（小学生～）
●水慣れ
●基本練習
●クロール
　背泳ぎ
　平泳ぎ
　バタフライ

【月～土】
16:30～17:45

月会費／
週1回　5,775円
週2回　7,000円

児童（D）コース
（小学生～）
●水慣れ
●基本練習
●クロール
　背泳ぎ
　平泳ぎ
　バタフライ
●泳力向上

【月～土】
17:45～19:00

月会費／
週1回　5,775円
週2回　7,000円

マシンジム会員

入会諸費用 9,450円
月会費 5,775円

プール会員

入会諸費用 10,500円
月会費 6,500円

スポーツクラブ会員

入会諸費用 12,600円
月会費 8,500円

ヒーリング会員

一般のご利用も出来ます！
利用時間等に制限がありますので、
事前にお問合せをお願いします。

利用料金を割引いたします。
詳しくはお問合せ下さい。

望洋荘にご宿泊の方へ

特典

●広報うんぜん
平成19年８月20



ふるさとの歌まつりふるさとの歌まつり
うんぜんうんぜん

“ふるさとの歌”を、皆さんで歌ってみませんか？
　雲仙市の7つの町には、次に挙げるような、ふるさとを想い、ふるさとのみんなに親しまれてきた、
素晴らしい歌があります。
国見町には、　 「くにみよいとこ」…
瑞穂町には、　 「みずほ温泉・千年の湯　音頭」「がまだサンバ」「瑞穂米音頭」…
吾妻町には、 「吾妻踊り」「吾妻盆唄」…
愛野町には、　 「愛野音頭」「島原半島愛野駅」「じゃがいもコロコロ」…
千々石町には、 「千々石音頭」「千々石小唄」「千々石清左衛門讃歌」「橘　中佐」…
小浜町には、 「夕日の町」「小浜ブルース」「女よい節」「雲仙音頭」
 「おもいでの雲仙」「ここは長崎小浜の夜」「富津讃歌」…
南串山町には、 「国崎旅情」「南串山ヨカトコ音頭」…

　今回、このようなふるさとの歌を市民の皆様に発表していただける、歌を歌っていただける方を
募集します。（上記の曲は、対象となる歌を、例示したものであり、これに限定するのではありません）
　あるいは、自作した“雲仙市をイメージした歌”を発表される方でも構いません。

みなさんでふるさとを想う気持ちを歌ってみませんか。

１、出場者募集期間 平成19年8月1日（水）～8月31日（金）
２、応　募　資　格 雲仙市在住または勤務の人
３、応　募　方　法 裏面の申込用紙を利用して、持参、郵送、ファックス又は電子メールで応募を
 受け付けます。
４、応 　 募 　 先 〒859-1107
 雲仙市吾妻町牛口名714番地　雲仙市役所　秘書広報課
 ファックス 0957－38－3514
 電子メール　koho@city.unzen.nagasaki.jp
 ホームページURL　http://www.city.unzen.nagasaki.jp/
５、募　集　組　数 15組程度
 ※主催者で出場者を調整させていただきます。
 　一緒に、歌に合わせて踊られる人も募集します。
６、参 　 加 　 賞 出場組には、参加賞があります。

※問い合わせ　「うんぜん　ふるさとの歌まつり　実行委員会事務局」
　　　　　　　市役所　秘書広報課内　☎0957－38－3111まで

歌まつり開催日時　平成19年10月8日（月・祝）
 午後2時から（リハーサルは、後日出場予定者に連絡します）
開催会場 吾妻町ふるさと会館 0957－38－3108
入 場 料 無料（ただし、入場整理券が必要となります。入場整理券は、
 9月3日（月）から秘書広報課及び各総合支所管理課で配布します。）
観覧定員 400名
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うんぜん　ふるさとの歌まつり　出場申込書
平成19年8月　　日

うんぜん　ふるさとの歌まつり実行委員長　様

平成19年10月8日（月・祝）開催の「ふるさとの歌まつり」への出場を申し込みます。

●申し込み締め切りは8月31日（金）午後5時必着です。
※個人情報の取り扱い　応募された際に記入された個人情報については、この事業以外には使用しません。

※1 歌い手は、何人でも構いません。
※2 歌は、募集用紙に記載しているような曲や自作の“雲仙市をイメージした歌”とします。
※3 音源は、出場者で出来るだけ用意し、申し込み後に提出していただきます。
 また、曲の管理媒体の状況などにより、申込者と調整させていただくことがあります。
※4 踊りに参加する人は、自由（任意）ですので、歌に合わせて踊られる人数を書いてください。
※5 出場者で持ち込んで使用する楽器などを書いてください。

出場者（歌い手） ※1

歌（曲名） ※2

用意できる音源 ※3

演舞者 ※4

演奏に必要な時間

責任者氏名

使用楽器 ※5

自己（グループ）紹介・
活動内容・申し込み
動機など

責任者住所（勤務先）
連絡先

氏名　　　　　　　 　 年齢  　　才 ほか  　　人

CD・MD・カセットテープ・レコード・
バンド・アカペラ・

人

約　　　分

雲仙市　　　　町
電話
携帯電話番号
電子メール

●広報うんぜん
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　すでに下水道の供用を開始している吾妻処理区におい
て、8月1日から下水道を使える区域が広がります。
　これにより、吾妻処理区全体で約1220戸が下水道へ
の接続が可能となります。今回供用開始となったのは、
守山馬場、古庄、萩ノ本、牛口四、栗林、柿田、永中、河内、
吹の原、大熊一、大熊二の一部です。
　供用開始となった区域の家庭では、「水洗トイレ」を
使用できるようになるほか、台所や風呂、洗濯の汚水を
下水道に流せるようになります。
　早期に接続していただき、快適でクリーンなまちづく
りを目指しましょう。

吾妻処理区の下水道を使える区域が広がりました吾妻処理区の下水道を使える区域が広がりました

下水道接続Ｑ＆Ａ

Ｑ
Ａ
家の中の工事はどのようにするの？

　水洗トイレへの改造や汚水を流す排水設備の工事は、市が指定している
「指定工事店」に工事のお願いをしてください。
　また、改造工事費については、融資のご利用ができますので、ご利用希
望の際は、下水道課までお問い合わせください。

Ｑ
Ａ
受益者分担金はどのようにして納めるの？

　受益者分担金は、1戸あたり20万円です。ただし、早めに下水道へ接続す
ると、減免措置が受けられます。1年以内に納めると、10万円になります。
　受益者分担金は、「指定工事店」が排水設備工事の申請書を提出するとき
に納付書を発行しますので、その際に納めてください。なお、ご本人の了
解のもと、「指定工事店」が代行して納付する場合もあります。

Ｑ
Ａ
下水道使用料金はどうなるの？

　下水道使用料金は、市営水道の使用量をもとに計算します。仮に、水道
使用量が25㎥の場合、下水道使用料金は、3,570円となります。また、地区
水や井戸水を使用している場合は、別途計算となります。
　使用料金は、納付書または口座振替で納めていただきます。
※便利な口座振替をお奨めします

■問い合わせ
上下水道局　下水道課　管理班

最後に
　下水道へ接続すると、毎月の下水道使用料金が発生しますが、代わりに、現在支払っている
汲み取りの料金や浄化槽の検査料金・電気料金などの費用がかからなくなります。汲み取り時
期や汚泥の引き抜き時期に合わせて、下水道へ接続するケースも多いようです。
　祖先からの大切な贈り物である自然を守り続けていくために、早期の接続をお願いします。

平成19年8月1日

吾妻浄化センター
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◆
誕
生
日
が
来
た
と
き

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
住
民
基
本

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

て
、
受
給
者
の
人
々
の
現
況
確
認

を
行
う
こ
と
と
し
た
こ
と
か
ら
、

原
則
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
毎
年
提

出
が
必
要
で
あ
っ
た
「
現
況
届
」

の
提
出
は
不
要
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
、
現
況

届
ま
た
は
そ
の
他
の
届
が
引
き
続

き
必
要
で
す
。

①
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
用
し
た
現
況
確
認
を
お
こ

な
え
な
い
人
は
「
現
況
届
」

②
加
給
年
金
額
を
受
け
て
い
る
場

合
は
「
生
計
維
持
確
認
届
」

③
障
害
の
程
度
の
確
認
の
た
め
に

「
診
断
書
」
の
提
出
が
必
要
な

と
き

※
提
出
が
必
要
な
届
出
は
、
社
会

保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
受
給

者
の
方
々
へ
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
提
出
期
限
ま
で
に
返
送
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
住
所
や
年
金
の
受
取
場
所
を
変

え
る
と
き

　

年
金
は
、
希
望
し
た
金
融
機
関

や
郵
便
局
で
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

住
所
や
支
払
い
を
受
け
る
金
融

機
関
、
郵
便
局
を
変
更
す
る
と
き

は
、
す
み
や
か
に
次
の
手
続
き
を

お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類

年
金
受
給
権
者
住
所
・
支
払
機
関

変
更
届

提
出
先

最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務
所

注
意
事
項

　

支
払
機
関
を
銀
行
な
ど
の
金
融

機
関
な
ど
に
変
更
す
る
と
き
は
、

そ
の
金
融
機
関
で
預
金
通
帳
の
記

号
番
号
に
つ
い
て
証
明
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
郵
便
局
の
「
郵
便
振
替
」

に
変
更
す
る
と
き
は
、
郵
便
局
で

郵
便
振
替
口
座
の
口
座
番
号
に
つ

い
て
の
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
年
金
証
書
を
な
く
し
た
と
き
な

ど

　
「
年
金
証
書
」
は
、
年
金
を
受

け
る
権
利
の
あ
る
こ
と
を
証
明
す

る
も
の
で
す
。
各
種
の
届
出
や
年

金
相
談
の
と
き
に
必
要
で
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

万
が
一
、「
年
金
証
書
」
を
汚

し
た
り
、
な
く
し
た
り
し
た
場
合

に
は
、
次
の
手
続
き
を
行
い
、
再

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類

年
金
証
書
再
交
付
申
請
書

提
出
先

最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務
所

問
い
合
わ
せ

○
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0
（
0�
）
1
1
6
5

○
諫
早
社
会
保
険
事
務
所

☎
0
9
5
7
（
��
）
1
6
6
1

年金受給者のみなさんへ

保険年金課◎

雲仙市職員採用試験

人　事　課◎

　

雲
仙
市
職
員
採
用
試
験
（
大
学

卒
業
程
度
・
資
格
免
許
職
）
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

受
験
資
格

　

本
市
に
住
所
を
有
す
る
人
ま
た

は
採
用
後
本
市
に
居
住
す
る
人

で
、
次
の
�
項
に
該
当
し
な
い
人

●
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人

●
地
方
公
務
員
法
第
1�
条
（
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

に
該
当
す
る
人

※
職
種
別
の
受
験
資
格
は
次
の
と

お
り
で
す

◆
大
学
卒
業
程
度

（
土
木
）

受
験
資
格

昭
和
��
年
�
月
�
日
か
ら
昭
和
�1

年
�
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

採
用
予
定
数　

若
干
名

◆
資
格
免
許
職

（
社
会
福
祉
士
）

受
験
資
格

昭
和
��
年
�
月
�
日
か
ら
昭
和
�1

年
�
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
、
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有
す

る
人
（
取
得
見
込
者
含
む
）

採
用
予
定
数　

若
干
名

申
込
方
法

　

人
事
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
管

理
課
で
交
付
さ
れ
る
「
申
込
用
紙
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
�
カ
月

以
内
に
撮
影
し
た
写
真
を
貼
付
の

う
え
、
人
事
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
管
理
課
へ
提
出
し
、
受
験
票
を

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
「
申
込
用
紙
」
を
郵
便
で
請
求

す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
職

員
採
用
試
験
申
込
用
紙
請
求
」
と

朱
書
き
し
、
1
2
0
円
分
の
切
手

を
貼
っ
た
あ
て
先
明
記
の
返
信
用

封
筒
（
A
4
サ
イ
ズ
の
用
紙
を
折

ら
ず
に
封
入
で
き
る
封
筒
）
を
必

ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限

�
月
1�
日
（
金
）
当
日
消
印
有
効

受
付
時
間

平
日
の
午
前
�
時
�0
分
〜
午
後
�

時
1�
分

第
一
次
試
験

日
時　

�
月
1�
日
（
日
）

午
前
�
時
〜
午
後
�
時
�0
分

場
所　

長
崎
ウ
エ
ス
レ
ヤ
ン
大
学

問
い
合
わ
せ

○
人
事
課　

人
事
給
与
班

●広報うんぜん
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市からのお知らせ
問い合わせ
●市　役　所　0957（38）3111
	 ● 国見総合支所  78–2111	 ● 小浜総合支所  74–2111
	 ● 瑞穂総合支所  77–2111	 ● 南串山総合支所  88–3111
	 ● 愛野総合支所  36–2111	 ● 雲仙出張所  73–3445
	 ● 千々石総合支所  37–2001
●教育委員会　0957（37）3113
●福祉事務所　0957（36）2500

　

平
成
1�
年
度
地
域
づ
く
り
事
業

第
1
次
募
集
に
お
い
て
申
請
が

あ
っ
た
次
の
事
業
に
対
し
、
補
助

を
行
う
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

事
業
名
（
申
請
者
）

●
雲
仙
温
泉
春
祭
り
2
0
0
7

（
雲
仙
青
年
観
光
会
）

●
商
店
街
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
多
比

良
商
店
街
「
夜
市
」（
多
比
良

商
店
街
）

●
ま
ち
あ
る
き
で
き
る
小
浜
温
泉

に
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
小
浜

ば
花
い
っ
ぱ
い
に
す
う
で
）

●
く
に
み
の
日
（
く
に
み
の
日
実

行
委
員
会
）

●
愛
の
ま
ち
少
年
体
験
交
流
i
n

愛
別
2
0
0
7
（
愛
の
ま
ち
青

少
年
交
流
実
行
委
員
会
）

●
吾
妻
町
夏
祭
り
（
吾
妻
町
夏
祭

り
実
行
委
員
会
）

●R
O

A
D

 T
O

 T
H

E
 G

U
IN

N
E

SS

〜
那
覇
ま
つ
り
・
那
覇
大
綱
挽

視
察
研
修
〜
（R

O
A

D
 T

O
 

T
H

E
 G

U
IN

N
E

SS 

準
備
委
員

会
）

●
伝
統
的
町
並
み
活
用
に
よ
る
感

幸
の
町
づ
く
り
事
業
（
神
代
小

路
ま
ち
な
み
保
存
会
）

●
伝
統
的
町
づ
く
り
視
察
研
修
事

業
（
神
代
小
路
ま
ち
な
み
保
存

会
）

●
U
タ
ー
ン
定
住
化
啓
発
„
故
郷

へ
還
れ
！
コ
ー
ル
“
故
郷
大
使

派
遣
事
業
（
神
代
小
路
ま
ち
な

み
保
存
会
）

●
第
�
回
プ
ー
マ
杯
U
‐
1�
雲
仙

市
国
見
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
（
第
�
回
プ
ー
マ
杯
U
‐

1�
雲
仙
市
国
見
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
）

●
小
浜
温
泉
ジ
ャ
ガ
ラ
ン
ダ
ま
つ

り　

視
察
研
修
等
事
業
（
ジ
ャ

ガ
ラ
ン
ダ
ま
つ
り
実
行
委
員

会
）

問
い
合
わ
せ

○
企
画
課　

地
域
振
興
班

雲仙市地域づくり事業決定

企　画　課◎

安
全
・
安
心
住
ま
い
づ
く
り
支
援

事
業

　

昭
和
��
年
�
月
�1
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
戸
建
て
木
造
住
宅
の
耐

震
診
断
、
改
修
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
地
震
発
生
の
と

き
、
木
造
住
宅
の
倒
壊
な
ど
に
よ

る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た

め
、
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
を
行

う
住
宅
の
所
有
者
に
、
県
や
市
が

連
携
し
補
助
金
を
交
付
し
て
支
援

す
る
も
の
で
す
。

対
象

・
昭
和
��
年
�
月
�1
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
住
宅

・
申
請
者
本
人
が
所
有
し
、
居
住

す
る
住
宅

・
�
階
建
て
以
下
の
木
造
住
宅

①
耐
震
診
断

・
長
崎
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士

に
よ
る
診
断

・
経
費
�
万
�
千
円
に
対
し
、

�
万
円
を
補
助
（
自
己
負
担
額

1
万
�
千
円
）

②
耐
震
改
修

・
①
に
よ
り
耐
震
基
準
に
適
合
し

な
い
と
判
断
さ
れ
た
住
宅
の
改

修
・
工
事
費
の
�
分
の
1
を
補
助

（
�0
万
円
が
上
限
）

問
い
合
わ
せ

○
建
築
課

あなたの住まいを安全に

建　築　課◎

※
ま
た
、
地
域
づ
く
り
事
業
の

�
次
募
集
を
�
月
�1
日

（
金
）
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
多
数
の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

25 ●広報うんぜん
平成19年８月



スポーツ振興課◎

体育施設使用料改正

利 用 単 位

１面１時間

１面１時間

１面１時間

１人１時間

１時間

１本１時間

野 球

ソ フ ト ボ ー ル

個 人

全 面 専 有 使 用

貸出用具（スティック）

施設区分

多目的グラウンド

テ ニ ス コ ー ト

グラウンドゴルフ場

施設区分

第 1 グ ラ ウ ン ド

第 2 グ ラ ウ ン ド

テ ニ ス コ ー ト

多 目 的 芝 生 広 場

野 球

ソ フ ト ボ ー ル

使 用 料

300 円

300 円

300 円

100 円

1,000 円

100 円

利用単位

１人１泊

１人１泊

１人１泊

１人１泊

区分

幼 児（３ 歳 以 上）

小 学 生

中 学 生・高 校 生

大人（大学生を含む）

使用料

1,000 円

1,500 円

2,000 円

2,500 円

利用単位

１人１泊

１人１泊

１人１泊

１人１泊

使 用 料

1,000 円

1,500 円

2,000 円

3,000 円

2,000 円

700 円

400 円

-

-

-

照明施設
使用料

利 用 単 位

１面１時間

１面１時間

１面１時間

１面１時間

１時間

使 用 料

300 円

300 円

300 円

300 円

1,500 円

-

2,000 円

700 円

400 円

-

照明施設
使用料

※寝具を保護者と同一とする場合は無料

ふれあい会館

国見総合運動公園（遊学の里くにみ） 宿泊研修棟

みずほすこやかランド

区分

幼 児（3 歳 以 上）

小 学 生

中 学 生・高 校 生

大人（大学生を含む）

※寝具を保護者と同一とする場合は無料

雲仙市内の社会体育施設では、使用料の均一化を目的として使用料条例の見直しを行い、
平成19年10月1日から、次のように使用料を改正しますのでお知らせします。

※市内在住者でない人が利用する場合、みずほすこやかランド（グラウンドゴルフ場貸出用具・照明施設
を除く）、国見総合運動公園（照明施設を除く）の使用料は、倍額となります。照明施設、グラウンド
ゴルフ場貸出用具、宿泊施設の使用料は市内在住者と同じ料金です。
※同様に、教育委員会が管理するその他の雲仙市社会体育施設においても、市内在住者でない人が利用す
る場合は倍額となります。ただし、照明施設使用料については、市内在住者と同じ料金です。

問い合わせ
○教育委員会　スポーツ振興課

●広報うんぜん
平成19年８月26



市からのお知らせ
問い合わせ
●市　役　所　0957（38）3111
	 ● 国見総合支所  78–2111	 ● 小浜総合支所  74–2111
	 ● 瑞穂総合支所  77–2111	 ● 南串山総合支所  88–3111
	 ● 愛野総合支所  36–2111	 ● 雲仙出張所  73–3445
	 ● 千々石総合支所  37–2001
●教育委員会　0957（37）3113
●福祉事務所　0957（36）2500

　

平
成
1�
・
1�
年
度
の
農
畜
産
物

価
格
の
暴
落
等
に
よ
り
、
農
家
の

み
な
ら
ず
市
経
済
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市

で
は
、「
平
成
1�
年
度
農
家
経
営

安
定
対
策
特
別
融
資
資
金
利
子
補

給
制
度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

制
度
の
概
要

　

利
子
補
給
の
対
象
と
な
る
資
金

を
雲
仙
市
の
農
業
者
へ
融
資
し
た

金
融
機
関
に
対
し
、
市
が
�
パ
ー

セ
ン
ト
の
利
子
補
給
を
交
付
す
る

制
度
で
、
融
資
機
関
か
ら
こ
の
制

度
に
適
合
す
る
資
金
の
融
資
を
受

け
ら
れ
た
農
家
の
利
子
負
担
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

利
子
補
給
の
対
象

　

利
子
補
給
の
対
象
と
な
る
の
は
、

次
の
条
件
を
満
た
す
場
合
で
す
。

①
雲
仙
市
に
住
所
を
有
し
、
農
業

を
経
営
し
て
い
る
こ
と

②
農
畜
産
物
価
格
の
暴
落
等
に
よ

り
農
業
経
営
に
支
障
を
き
た
し

た
農
家

③
融
資
機
関
は
、
島
原
雲
仙
農
業

協
同
組
合
、
そ
の
他
雲
仙
市
が

指
定
す
る
融
資
機
関
で
あ
る
こ

と
④
融
資
条
件
は
、
貸
付
利
率
1

パ
ー
セ
ン
ト
以
内
（
年
利
�

パ
ー
セ
ン
ト
以
内
の
利
率
で
融

資
を
受
け
、
�
パ
ー
セ
ン
ト
を

市
が
負
担
）、
償
還
期
限
が
�

年
以
内
で
あ
り
、
融
資
額
が

2
0
0
万
円
以
内
（
減
収
額
内
）

の
融
資
で
あ
る
こ
と
（
融
資
機

関
で
貸
付
条
件
が
若
干
異
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
）

⑤
平
成
1�
年
�
月
�
日
か
ら
平
成

�0
年
�
月
�1
日
ま
で
に
貸
付
が

実
行
さ
れ
て
い
る
こ
と

⑥
資
金
使
途
が
営
農
に
必
要
な
資

金
で
あ
る
こ
と

問
い
合
わ
せ

○
農
林
水
産
課

○
各
総
合
支
所　

産
業
建
設
課

農家経営安定対策
特別融資資金利子補給制度

農林水産課◎

　

既
存
の
住
宅
（
平
成
1�
年
1
月

1
日
以
前
か
ら
所
在
す
る
住
宅
）

を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
応
し
た
住

宅
に
改
修
し
た
場
合
、
家
屋
の
固

定
資
産
税
を
翌
年
度
の
1
年
間
、

�
分
の
1
の
額
を
減
額
し
ま
す
。

改
修
期
間

平
成
1�
年
�
月
1
日
か
ら

平
成
��
年
�
月
�1
日
ま
で

対
象
床
面
積

　

1
0
0
㎡
を
限
度
（
た
だ
し
、

家
屋
の
床
面
積
が
1
0
0
㎡
以
下

の
場
合
は
、
家
屋
全
体
が
減
額
対

象
と
な
り
ま
す
）

居
住
者
の
条
件

・
��
歳
以
上
の
人

・
要
介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援
認

定
を
受
け
て
い
る
人

・
障
害
者

対
象
と
な
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

工
事

　

廊
下
の
拡
幅
、
階
段
の
勾
配
の

緩
和
、
浴
室
の
改
修
、
便
所
の
改

良
、
手
す
り
の
取
付
け
、
床
の
段

差
の
解
消
、
引
戸
へ
の
取
替
え
、

床
表
面
の
滑
り
止
め
化

※
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
で
補

助
金
等
を
除
く
自
己
負
担
額

�0
万
円
以
上
の
も
の
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

○
税
務
課　

固
定
資
産
税
班

バリアフリー改修に伴う
固定資産税の減額制度

税　務　課◎
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「
雲
仙
市
犯
罪
の
な
い
安
全
・
安

心
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」
を
定

め
ま
し
た

　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ

と
は
、
私
た
ち
市
民
全
員
の
願
い

で
す
。　

　

し
か
し
、
雲
仙
市
内
に
お
い
て

も
依
然
と
し
て
犯
罪
が
多
発
し
て

お
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
を

不
安
に
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

社
会
不
安
の
解
消
の
た
め
に

は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
常
々
高

い
防
犯
意
識
を
持
ち
、
自
発
的
な

取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
、
市
、
市
民
、

事
業
者
が
自
立
と
協
働
の
精
神
の

も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
担
い
、

互
い
に
協
力
し
な
が
ら
地
域
の
安

全
を
守
っ
て
い
く
こ
と
を
定
め
た

「
雲
仙
市
犯
罪
の
な
い
安
全
・
安

心
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」
を
制

定
し
ま
し
た
。

　

市
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
皆
さ

ん
や
事
業
者
の
方
々
も
日
頃
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
身
の
周
り
に

注
意
を
払
い
、
で
き
る
こ
と
か
ら

犯
罪
の
防
止
に
努
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

条
例
の
趣
旨

1
．
市
の
責
務

・
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
に
必

要
な
施
策
を
実
施
す
る

2
．
市
民
の
責
務

・
自
宅
の
施
錠
確
認
、
樹
木
な
ど

で
周
囲
か
ら
見
え
な
い
箇
所
の

解
消
な
ど
自
ら
の
安
全
確
保
に

努
め
、
被
害
に
遭
い
に
く
い
環

境
の
整
備
を
行
う

・
近
隣
の
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
お
互
い

に
犯
罪
の
防
止
の
た
め
の
連
携

を
高
め
る

・
市
が
実
施
す
る
安
全
・
安
心
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
の
取
り
組
み

に
協
力
す
る

3
．
事
業
者
の
責
務

・
所
有
し
、
管
理
す
る
土
地
、
建

物
そ
の
他
の
工
作
物
を
犯
罪
に

遭
わ
な
い
よ
う
に
適
正
な
管
理

に
努
め
る

・
事
業
活
動
に
当
た
っ
て
は
、
従

業
員
へ
の
指
導
や
防
犯
上
の
必

要
な
措
置
を
講
じ
る

・
市
が
実
施
す
る
安
全
・
安
心
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
の
取
り
組
み

に
協
力
す
る

雲
仙
市
内
で
の
侵
入
犯
罪
、
街
頭

犯
罪
の
主
な
内
容

※
自
転
車
盗
、
車
上
狙
い
、
空
き

巣
な
ど
の
ほ
と
ん
ど
が
カ
ギ
を

か
け
て
い
な
い
場
合
に
被
害
に

遭
っ
て
い
ま
す
。

　
　

お
出
か
け
や
車
を
離
れ
る
際

は
、
必
ず
カ
ギ
を
か
け
ま
し
ょ

う
。

安全で住みよいまちの
実現をめざして

市　民　課◎

地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
へ

児
童
委
員
※（
主
任
児
童
委
員
）

か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

①
子
ど
も
た
ち
を
児
童
虐
待
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う
。

②
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
児
童
虐

待
に
よ
っ
て
傷
つ
き
、
成
長
・

発
達
が
妨
げ
ら
れ
、
著
し
い
場

合
は
尊
い
命
さ
え
奪
わ
れ
て
い

ま
す
。

③
虐
待
は
き
わ
め
て
重
大
な
人
権

侵
害
で
す
。

④
あ
な
た
の
近
く
に
虐
待
を
受
け

て
い
る
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
は

い
ま
せ
ん
か
。

⑤
「
お
か
し
い
」「
何
か
変
だ
」

と
気
づ
か
れ
た
ら
、
ど
ん
な
些

細
な
こ
と
で
も
児
童
委
員
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

⑥
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
必
ず
守
り
ま

す
。

⑦
私
た
ち
児
童
委
員
は
福
祉
事
務

所
、
児
童
相
談
所
な
ど
に
協
力

し
て
、
児
童
虐
待
の
予
防
や
対

応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑧
子
ど
も
た
ち
の
S
O
S
（
状
況

や
様
子
の
変
化
）
に
気
づ
い
て

く
だ
さ
い
。

　

児
童
虐
待
を
な
く
す
た
め
に
、

地
域
の
方
々
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
児
童
委
員
は
、
各
地
域
に
�
人

ず
つ
、
計
1�
人
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

○
福
祉
課　

市
民
福
祉
班

地域社会から児童虐待を
なくしましょう

福祉事務所◎

全国民生委員児童委員連合会
雲仙市民生委員児童委員協議会

平成18年中	
区　分 発生件数

自転車盗 43件
車上狙い 30件
空き巣 20件
自動販売機狙い 7件
オートバイ盗 7件
その他 31件

計 138件
雲仙警察署調
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市からのお知らせ
問い合わせ
●市　役　所　0957（38）3111
	 ● 国見総合支所  78–2111	 ● 小浜総合支所  74–2111
	 ● 瑞穂総合支所  77–2111	 ● 南串山総合支所  88–3111
	 ● 愛野総合支所  36–2111	 ● 雲仙出張所  73–3445
	 ● 千々石総合支所  37–2001
●教育委員会　0957（37）3113
●福祉事務所　0957（36）2500

調
査
の
概
要

　

就
業
基
本
調
査
は
、
国
民
の
ふ

だ
ん
の
就
業
・
不
就
業
の
実
態
を

明
ら
か
に
し
、
全
国
及
び
地
域
別

の
就
業
構
造
に
関
す
る
基
礎
資
料

を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り

昭
和
�1
年
に
こ
の
調
査
が
始
め
ら

れ
て
以
来
、
今
回
で
第
1�
回
目
の

調
査
と
な
っ
て
い
ま
す
。

調
査
の
時
期

　

平
成
1�
年
10
月
1
日
現
在
で
行

わ
れ
ま
す
。

調
査
の
対
象

　

調
査
対
象
は
、
全
国
か
ら
一
定

の
方
法
で
選
ば
れ
た
世
帯
で
、
雲

仙
市
で
は
�0
調
査
区
、
約
3
0
0

世
帯
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
の
方
法

　

調
査
員
が
調
査
区
を
回
り
作
成

し
た
「
抽
出
単
位
名
簿
」
か
ら
、

調
査
の
対
象
と
な
る
世
帯
を
抽
出

し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
�
月
下
旬
頃
か
ら
調

査
員
が
調
査
世
帯
を
訪
問
し
、
調

査
票
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

○
情
報
統
計
課　

統
計
班

「働く未来を考える」
10月1日は就業構造基本調査

情報統計課◎

　

県
で
は
、
社
会
全
体
で
子
育
て

を
支
援
す
る
機
運
を
醸
成
す
る
た

め
、「
な
が
さ
き
子
育
て
表
彰
」

を
行
い
ま
す
。

　

表
彰
の
一
つ
と
し
て
「
子
育
て

大
賞
」
が
あ
り
ま
す
。
自
薦
、
他

薦
を
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
皆
さ
ま

の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象

　

1�
歳
未
満
の
子
ど
も
が
�
人
以

上
で
、
明
る
い
子
育
て
を
実
践
し

て
い
る
家
庭

応
募
方
法

　

市
福
祉
事
務
所
に
あ
る
所
定
の

様
式
に
記
入
後
、
福
祉
課
児
童
家

庭
班
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　

�
月
�
日
（
月
）

※
表
彰
が
決
定
し
た
場
合
、
氏
名

や
子
育
て
状
況
な
ど
を
、
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、「
コ
コ
ロ
ね
っ
こ

運
動
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に
も
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

http://w
w

w
.pref.nagasaki.jp/

kokoro/index.shtm
l

問
い
合
わ
せ

○
県
こ
ど
も
未
来
課　

地
域
子
育

て
支
援
班

☎
0
9
5
（
8
9
5
）
2
6
8
3

○
福
祉
課　

児
童
家
庭
班

ながさき子育て表彰

福祉事務所◎

◆就業構造基本調査コールセンター

0570−071001
（午前9時〜午後9時）

※固定電話からかけた場合は、全国一律市内通話料金です。

調査についてのご質問は、下記にご連絡ください。
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お問い合わせ

市　役　所　健康づくり課
福祉事務所　福祉課
各総合支所　市民生活課8月

※総合健診とは、1回の受診で基本健診・胃がん検診・大腸がん検診・腹部エコー検査・胸部レントゲン検診
を同時に受診できる健診です。ただし、日数や受診人数に限りがありますので、事前に総合健診の申込をし
た人を優先します。総合健診申込者には日付が入った通知書が届きます。
※総合健診以外の健診については、事前に申し込みをしていない人も受診できます。不明な点がありましたら、
事前にお尋ねください。

愛の献血をお願いします！あなたの献血が、患者さんの生命を助けます。あなたも愛の献血に、ぜひご協力く
ださい。※場所・時間等が変更になる場合があります。

献血

事業名 対象者地区 日付 受付時間 会場

国見

愛野･千々石

小浜･南串山

瑞穂･吾妻

瑞穂･吾妻

瑞穂･吾妻

愛野･千々石

小浜･南串山

国見

国見

パパママ教室 妊婦さんとそのパートナー

（午前）1歳未満（H18年8月～H19年3月生）

（午後）H19年4月生

（午前）1歳未満（H18年8月～H19年3月生）

（午後）H19年4月生

（午前）1歳未満（H18年8月～H19年3月生）

（午後）H19年4月生

（午前）1歳未満（H18年8月～H19年3月生）

（午後）H19年4月生

H17年12月～H18年1月生

H16年11月～H17年1月生

H16年11月～12月生

H16年11月～H17年2月生

H16年11月～H17年1月生

H15年11月～12月生

30日（木）

2日（木）

3日（金）

7日（火）

8日（水）

24日（金）

1日（水）

22日（水）

28日（火）

29日（水）

10日（金）

13:00～13:15

９:30～10:30

13:30～13:45

９:30～10:30

13:30～13:45

９:30～10:30

13:30～13:45

９:30～10:30

13:30～13:45

13:00～13:15

13:00～13:15

13:00～13:15

13:00～13:15

13:00～13:15

13:00～13:15

愛野保健福祉センター

国見農村環境改善センター

愛野保健福祉センター

南串山保健福祉センター

吾妻保健センター

瑞穂町公民館

瑞穂町公民館

千々石保健センター

小浜老人福祉センター

国見農村環境改善センター

国見農村環境改善センター

母子保健事業

☆赤ちゃん健康相談（午後）と1歳6か月児健診・2歳児親子歯科健診・3歳児健診の対象者には健康づくり課より通知します。
☆パパママ教室・赤ちゃん健康相談（午前）は自由参加です。

事業名 対象者 日付 受付時間 会場

9日（木）

23日（木）

28日（火）

13:30～13:50

13:30～13:50

13:30～13:50

小浜老人福祉センター

愛野保健福祉センター

瑞穂町公民館

BCG予防接種 生後3か月～6か月未満

BCG予防接種

健診名 対象者 実施日 受付時間 会場
17日（金）

19日（日）

20日（月）

21日（火）

19日（日）

19日（日）

13:15～14:30

13:15～14:30

13:15～14:30

13:15～14:30

８:30～10:00

８:30～10:00

９:00～11:00
12:00～13:30
15:00～16:00
９:30～13:00
15:00～16:30

7日（火）

16日（木）

瑞穂総合支所
㈱エース・フーズ
㈱サンチュウ瑞穂工場
南串山総合支所
愛野カントリークラブ

愛野保健福祉センター

愛野保健福祉センター

愛野保健福祉センター

愛野保健福祉センター

愛野保健福祉センター

愛野保健福祉センター

基本健康診査
胸部レントゲン検査
大腸がん検診
前立腺がん検診

総合健診（※）
・基本健康診査
・胸部レントゲン検査
・胃がん検診
・腹部エコー検査
・大腸がん検診
・前立腺がん検診

・胃がん検診
・腹部エコー検査

40歳以上の市民
※胸部レントゲン検査
は39歳以下の希望者も
受診できます

40歳以上の市民

40歳以上の市民

※事前に申込みをして
いる人

集団健（検）診 （※年齢は平成20年3月31日現在の年齢です）

赤ちゃん
健康相談

1歳6か月児
健康診査

2歳児親子
歯科健診

3歳児
健康診査

認知症研修会　2007　～よりそい　開こう　心の扉～
　認知症高齢者の理解を深め、他の高齢者と共にレクリエーションを楽しめるように学習しましょう。
日時　　8月 10 日（金）　10:00～16:30　会場　島原復興アリーナ
講演　　「介護者のストレスケア」　～本当の笑顔で介護していくために～
　　　　講師 : オフィスたぐち　田口　善弘　先生
レクリエーションの実践
　　　　リズム体操・クラフトを使ったゲームなど
参加費　1500 円（資料代・材料費）　弁当代　500 円（お茶付、希望者のみ）
※当日は動きやすい服装で、上履きをお持ちください。
申し込み・問い合わせ　老人性認知症センター（島原保養院）　10957－64－0567
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お問い合わせ

市　役　所　健康づくり課
福祉事務所　福祉課
各総合支所　市民生活課8月

※総合健診とは、1回の受診で基本健診・胃がん検診・大腸がん検診・腹部エコー検査・胸部レントゲン検診
を同時に受診できる健診です。ただし、日数や受診人数に限りがありますので、事前に総合健診の申込をし
た人を優先します。総合健診申込者には日付が入った通知書が届きます。

※総合健診以外の健診については、事前に申し込みをしていない人も受診できます。不明な点がありましたら、
事前にお尋ねください。

愛の献血をお願いします！あなたの献血が、患者さんの生命を助けます。あなたも愛の献血に、ぜひご協力く
ださい。※場所・時間等が変更になる場合があります。

献血

事業名 対象者地区 日付 受付時間 会場

国見

愛野･千々石

小浜･南串山

瑞穂･吾妻

瑞穂･吾妻

瑞穂･吾妻

愛野･千々石

小浜･南串山

国見

国見

パパママ教室 妊婦さんとそのパートナー

（午前）1歳未満（H18年8月～H19年3月生）

（午後）H19年4月生

（午前）1歳未満（H18年8月～H19年3月生）

（午後）H19年4月生

（午前）1歳未満（H18年8月～H19年3月生）

（午後）H19年4月生

（午前）1歳未満（H18年8月～H19年3月生）

（午後）H19年4月生

H17年12月～H18年1月生

H16年11月～H17年1月生

H16年11月～12月生

H16年11月～H17年2月生

H16年11月～H17年1月生

H15年11月～12月生

30日（木）

2日（木）

3日（金）

7日（火）

8日（水）

24日（金）

1日（水）

22日（水）

28日（火）

29日（水）

10日（金）

13:00～13:15

９:30～10:30

13:30～13:45

９:30～10:30

13:30～13:45

９:30～10:30

13:30～13:45

９:30～10:30

13:30～13:45

13:00～13:15

13:00～13:15

13:00～13:15

13:00～13:15

13:00～13:15

13:00～13:15

愛野保健福祉センター

国見農村環境改善センター

愛野保健福祉センター

南串山保健福祉センター

吾妻保健センター

瑞穂町公民館

瑞穂町公民館

千々石保健センター

小浜老人福祉センター

国見農村環境改善センター

国見農村環境改善センター

母子保健事業

☆赤ちゃん健康相談（午後）と1歳6か月児健診・2歳児親子歯科健診・3歳児健診の対象者には健康づくり課より通知します。
☆パパママ教室・赤ちゃん健康相談（午前）は自由参加です。

事業名 対象者 日付 受付時間 会場

9日（木）

23日（木）

28日（火）

13:30～13:50

13:30～13:50

13:30～13:50

小浜老人福祉センター

愛野保健福祉センター

瑞穂町公民館

BCG予防接種 生後3か月～6か月未満

BCG予防接種

健診名 対象者 実施日 受付時間 会場
17日（金）

19日（日）

20日（月）

21日（火）

19日（日）

19日（日）

13:15～14:30

13:15～14:30

13:15～14:30

13:15～14:30

８:30～10:00

８:30～10:00

９:00～11:00
12:00～13:30
15:00～16:00
９:30～13:00
15:00～16:30

7日（火）

16日（木）

瑞穂総合支所
㈱エース・フーズ
㈱サンチュウ瑞穂工場
南串山総合支所
愛野カントリークラブ

愛野保健福祉センター

愛野保健福祉センター

愛野保健福祉センター

愛野保健福祉センター

愛野保健福祉センター

愛野保健福祉センター

基本健康診査
胸部レントゲン検査
大腸がん検診
前立腺がん検診

総合健診（※）
・基本健康診査
・胸部レントゲン検査
・胃がん検診
・腹部エコー検査
・大腸がん検診
・前立腺がん検診

・胃がん検診
・腹部エコー検査

40歳以上の市民
※胸部レントゲン検査
は39歳以下の希望者も
受診できます

40歳以上の市民

40歳以上の市民

※事前に申込みをして
いる人

集団健（検）診 （※年齢は平成20年3月31日現在の年齢です）

赤ちゃん
健康相談

1歳6か月児
健康診査

2歳児親子
歯科健診

3歳児
健康診査

認知症研修会　2007　～よりそい　開こう　心の扉～
　認知症高齢者の理解を深め、他の高齢者と共にレクリエーションを楽しめるように学習しましょう。
日時　　8月 10 日（金）　10:00～16:30　会場　島原復興アリーナ
講演　　「介護者のストレスケア」　～本当の笑顔で介護していくために～
　　　　講師 : オフィスたぐち　田口　善弘　先生
レクリエーションの実践
　　　　リズム体操・クラフトを使ったゲームなど
参加費　1500 円（資料代・材料費）　弁当代　500 円（お茶付、希望者のみ）
※当日は動きやすい服装で、上履きをお持ちください。
申し込み・問い合わせ　老人性認知症センター（島原保養院）　10957－64－0567
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　市立岩戸小学校の3年生から6年生までの生徒19人が、6月26日に岩戸渓
流公園にある水車の近くで川に住む水生生物の調査を行いました。
　この水生生物調査は、川に住む生物を採取して、その川がきれいか汚いか
を簡単に判断することができる調査です。みんなであみと入れ物を持って、
いざ出動。取れた生物には、サワガニやヒラタカゲロウなどが多く、「きれ
いな川」という結果でした。また、いろいろな生物を採取した後、顕微鏡で
観察しました。
　この後、渓流公園の水と岩戸神社の下流にある河内橋の下で汲んだ水、生
活廃水（米のとぎ汁）の3つの水を、パックテストという方法で「水のきれ
いさ」を比べる実験を行いました。結果は、次のとおりです。

ちいさな調査探検隊出動
市立岩戸小学校　水生生物調査

↑何が見えるかな〜

　6月20日から24日にかけて、熊本県菊陽町にある商業施設
「ゆめタウン光の森店」において、長崎・雲仙物産展が開かれ
ました。
　この物産展は、雲仙市と長崎市が合同で行い、両市内の特産
品の販路拡大や観光PRを目的に開かれ、両市から16業者の出
店がありました。
　会場では、長崎カステラや海産物などが特に人気があり、大
勢の買い物客などでにぎわいました。週末となった23日と24
日には、雲仙・小浜温泉の女将さんたちも駆けつけ、奥村市長
と共に雲仙市のPRを行いました。

熊本の皆さんにも雲仙市をPR
ゆめタウン光の森店　長崎・雲仙物産展

採取場所 渓流公園水車の郷 河内橋の下 生活廃水（米のとぎ汁）

水のきれい値 0〜2 4〜6 250以上

※「水のきれい値」が0に近いほど水がきれいだということになります

↑雲仙市の特産品は大好評（写真右下はPRに駆けつけた市長と女将さんたち）

↑川にはいろいろな生物が住んでいます
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↑表彰を受けた九州ワコール製造株式会社長崎工場（瑞穂町）の皆さん

　市食生活改善推進員連絡協議会吾妻支部が食生活改善功労
団体として知事表彰を受け、6月19日に長崎市内で表彰式が
ありました。
　この賞は10年以上継続して食生活改善活動を実施してい
る組織に与えられるものです。今回、平成7年の発足以来、
地域の特色を活かした手作り媒体を用いた食生活改善活動や
運動の普及を中心とした地区活動など、さまざまな健康づく
りの輪を広げてきたことが評価されました。

食生活から地域をみつめて
平成19年食生活改善功労知事感謝状受賞

　5月6日に行われた全九州卓球選手権大会長崎県予選会の小学生
の部において、男子ホープス（5・6年）の部で平野晃生くん（小
浜小）、女子ホープス（5・6年）の部で本多史奈さん（木指小）、
バンビ（1・2年）の部で永石真梨さん（小浜小）が入賞しました。
3人は、長崎県代表として、8月4日から宮崎県で開催される全九
州卓球選手権大会に出場します。
　平野クラブの平野英樹監督は「昨年、カブ（3・4年）の部で3
位入賞し、今年は更に上位を目指しがんばります」と抱負を述べ
られました。

九州大会でも上位を目指して
第12回全九州卓球選手権大会長崎県予選会

↑左から、平野晃生くん、永石真梨さん、本多史奈さん

↑表彰を受ける三浦支部長

　瑞穂町にある九州ワコール製造株式会社長崎工場が、平
成19年度「はたらく母子家庭応援企業」において、全国に
おける「母子家庭の母を相当数雇用している企業10社」に
選ばれました。その表彰式が、6月19日に厚生労働省で行
われました。
　この表彰は、母子家庭の母を多く雇用している企業や母
子福祉団体に事業を発注している企業、母子家庭の母の就
業支援に積極的に取り組んでいる企業に対し、厚生労働省
雇用均等・児童家庭局が行っているものです。
　今回の受賞では、「母子家庭の母を24人雇用」「母子家庭
の母の平均勤続年数が17年」「育児休業制度、短時間勤務、
看護休暇などを導入しており、就業環境への配慮がなされ
ている」という3つの理由から選考されました。

はたらく母子家庭応援企業
九州ワコール製造株式会社長崎工場
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　小浜消防署管内新入団員特別訓練が、小浜マリンパークで6
月30日から7月1日にかけて行われました。
　小浜消防署管内の5支団（吾妻・愛野・千々石・小浜・南串
山）の新入団員36人は、礼式訓練やホース延長、ポンプの取
り扱い、放水演習などに熱心に取り組みました。また、夜間に
は普通救命講習会も行われ、心肺蘇生法やAEDの取り扱いな
どについて学びました。この訓練で習得した技術を、今後の消
防活動に生かしてもらいたいと思います。
　また、7月1日には、国見町のコミュニティグラウンドにお
いて、市消防団国見支団消防ポンプ操法大会が行われました。
各分団とも、島原消防署北分署の皆さまの熱心な指導のもと、
見事な操法を披露しました。この大会で培ったことを、今後の
消防活動に生かし、ますます頑張ってもらいたいと思います。

自分たちのまちを自分たちで守るために
市消防団国見支団消防ポンプ操法大会
小浜消防署管内新入消防団員特別訓練

↓それぞれが練習の成果を存分に競い合いました

　5月4日から7日に、スローフィッシュ（スローフードインター
ナショナル主催）がイタリアのジェノバで開かれ、エタリの塩辛
愛好会事務局の竹下敦子さんが招待されました。
　スローフィッシュは、世界規模の水産業の博覧会というだけで
なく、水、漁業、水産資源の消費などのテーマについて語り合う
場でもあり、食材の展示やPRも行いました。また、カナダ人カ
メラマンのアダム氏によって撮影された橘湾の写真が展示され
たブースでは、ワークショップが行われ、橘湾の漁業・煮干加工、
エタリの塩辛の生産や食べ方についての発表を行いました。

エタリの塩辛を海外でPR
スローフィッシュ

　小さき花の幼稚園年長組の園児の皆さん
から愛野庁舎に7月3日、七夕飾りが贈られ
ました。
「ケーキやさんになりたい」「みんななかよ
くあそべますように」「おおきくなりたい」
など園児の願いを込めた短冊やたくさんの
飾りが、梅雨の晴れ間に吹く風にさらさら
とゆれていました。

願いが叶いますように
小さき花の幼稚園から
七夕飾りの贈り物

↑小型ポンプの部
　優勝の第9分団B

↓愛野庁舎の前で記念撮影

↑ポンプ車の部優勝の第6分団↑新入団特別訓練では、担架の作り方やホース延長を学びました

↑エタリの塩辛の試食も好評 ↑ワークショップに参加する竹下さん（写真右）
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まちのわだい

　南串山町の西浜公民館において、6月30日
に七夕祭りの飾りつけを行いました。
　市モデル自治公民館活動の一環として行わ
れ、子ども会や婦人会、老人会など、地域の
皆さんが一緒になって、和気あいあいとした
雰囲気の中、みんなの願いがこもった七夕飾
りができました。

それぞれの短冊に願いを込めて
平成19年度雲仙市モデル自治公民館活動

　愛野町の水田で6月30日、長崎大学環境科学部の学生が田植えに挑戦
しました。
　これは、市と長崎大学環境科学部、県環境部が連携して取り組む「Eキャ
ンレッジプログラム」の第一弾活動としての農業実習として行われまし
た。趣旨に賛同した愛野町の鶴崎高幸さんの水田を使って、紙マルチを
使った水稲の減農薬栽培に取り組みます。田植えは初めてという学生も
多く、慣れない作業に悪戦苦闘のようすでした。

体を張った体験を研究に生かす
長崎大学環境科学部　農業実習

↑水に溶ける紙を敷くことで雑草の発芽を抑制します

　7月8日の早朝、県内の
サーフィン愛好家約30人
が千々石海水浴場に集ま
り、ボランティアで海岸の
清掃活動を行いました。
　毎年、海水浴シーズンの
前に、仲間で連絡を取り
合ってボランティア活動を
しているとのことで、この
日もゴミが打ち上げられて
いた砂浜が、見違えるほど
きれいになりました。

すっかりきれいに
ボランティア清掃活動

　6月27日、社会福祉法人八幡会は、
日本自転車振興会が実施している、
平成19年度福祉車両の整備補助金
（約110万円）を受け、車椅子用（ス
ロープ式）移送車を購入しました。
　同法人の志賀稔理事長は、「高齢者
支援ハウスを利用している皆さんの
自立支援のために活用し、社会参加
を促していきたい。また、緊急の通
院時にも、車椅子用に改造してある
ので、高齢者に優しく、安全に利用
出来ます」と喜んで話していました。

福祉車両を購入
社会福祉法人八幡会

　雲仙市自治会長連合会総会が、5月
25日に愛野町公民館で行われまし
た。平成19年度の予算及び事業計画
について可決したほか、各地域代表
及び新役員が決定しました。
国 見 町　遠藤家持さん（副会長）
瑞 穂 町　前田敏秋さん（監事）
吾 妻 町　岩永　薫さん
愛 野 町　田尻虎夫さん（会長）
千々石町　村上敬一さん
小 浜 町　川原辰彦さん（監事）
南串山町　森下寅松さん（副会長）

地域の連携・協力のために
雲仙市自治会長連合会総会

↑サーファーの皆さんありがとう ↑購入された福祉車両 ↑各地域の代表者の皆さん

↑地域のみんなで飾りつけ↑みんなの願いを込めた七夕飾りができあがりました
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島
原
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト

夏
季
休
業
の
お
知
ら
せ

　

㈱
県
北
衛
生
社
島
原
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ン
ト
で
は
次
の
期
間
を
夏

季
休
業
と
し
ま
す
。
そ
の
間
の
不

燃
物
ご
み
の
搬
入
持
込
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

期
間　

�
月
1�
日
（
水
）・

　
　
　

1�
日
（
木
）

問
い
合
わ
せ

島
原
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト

☎
0
9
5
7
（
��
）
4
8
8
5

広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
0
9
5
7
（
��
）
6
1
1
1

県
税
事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ

　

島
原
県
税
事
務
所
は
、
平
成
1�

年
�
月
�
日
か
ら
左
記
へ
移
転
し

ま
す
。

新
住
所
（
移
転
先
）

島
原
市
新
田
町
3
4
7
―
�

問
い
合
わ
せ

島
原
県
税
事
務
所

☎
0
9
5
7
（
��
）
3
3
7
5

第
33
回
全
国
育
樹
祭 

　
　

大
会
テ
ー
マ
等
募
集

　

大
会
テ
ー
マ
・
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
・
ポ
ス
タ
ー
原
画
の
作
品
募
集

　
「
森も

り林
に
学
び
、
森も

り林
の
恵
み

に
感
謝
し
、
美
し
い
森も

り林
を
育
み

子
ど
も
た
ち
へ
つ
な
ぐ
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し
た
作
品
を
募

集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

県
内
に
在
住
ま
た
は

通
勤
・
通
学
す
る
小
学
生
以
上
の

人
。
た
だ
し
、
ポ
ス
タ
ー
原
画
は

�
歳
児
か
ら
高
校
生
以
下
。

募
集
締
切

大
会
テ
ー
マ
…
�
月
1�
日
（
金
）

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
・
ポ
ス
タ
ー
原

画
…
�
月
��
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ

県
の
全
国
育
樹
祭
準
備
室

☎
0
9
5
（
8
9
5
）
2
9
7
1

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.pref.nagasaki.jp/

quali_offer/

陸
海
空
自
衛
官
募
集

　

自
衛
隊
で
は
自
衛
官
を
募
集
し

ま
す
。

航
空
学
生

資
格

高
卒
（
見
込
含
）
�1
歳
未
満
の
人

一
次
試
験
日　

�
月
��
日
（
土
）

一
般
曹
候
補
生

資
格

1�
歳
以
上
��
歳
未
満
の
人

一
次
試
験
日　

�
月
1�
日
（
月
）

2
等
陸
・
海
・
空
士

資
格

1�
歳
以
上
��
歳
未
満
の
人

一
次
試
験
日

〈
男
子
〉
受
付
時
に
お
知
ら
せ

〈
女
子
〉
�
月
��
日
（
月
）・
��
日

（
火
）

受
付
期
間

�
月
1
日（
水
）〜
�
月
�
日（
金
）

問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
島
原
地
域
事
務
所

☎
0
9
5
7
（
��
）
3
7
5
9

行政相談　8月の相談日

稲本相談委員
城相談委員

荒木相談委員

田尻相談委員
町田相談委員
茂相談委員

国 見 町
瑞 穂 町

吾 妻 町

愛 野 町
千々石町
南串山町

6日（月）
6日（月）
1日（水）
15 日（水）
17 日（金）
13 日（月）
14 日（火）

国見総合福祉センター
雲仙社協瑞穂事務所

吾妻老人憩の家

愛野保健福祉センター
千々石総合支所相談室
南串山総合保健福祉センター

9：00～12：00
9：00～12：00

13：30～16：00

13：30～16：00
13：00～16：00
13：00～15：00

相談委員 地　区 日 場　　所時　間

※中村相談委員（小浜町）の次の相談日は 9月 4日（火）です。
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刑
務
官
募
集

　

人
事
院
お
よ
び
法
務
省
で
は
刑

務
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
験
資
格

昭
和
��
年
�
月
�
日
〜
平
成
�
年

�
月
1
日
に
生
ま
れ
た
人

受
付
期
間　

�
月
��
日
（
火
）
〜

�
月
�
日
（
火
）

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
先
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

長
崎
刑
務
所

☎
0
9
5
7
（
��
）
1
3
3
0

（
内
線
2
1
3
）

佐
世
保
刑
務
所

☎
0
9
5
6
（
��
）
4
2
1
1

（
内
線
2
1
4
）

第
41
回
通
関
士
試
験

　

平
成
1�
年
の
通
関
士
試
験
は
、

次
の
よ
う
に
行
わ
れ
ま
す
。

試
験
日　

10
月
1�
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
�
時
�0
分
〜

会
場　

熊
本
大
学　

大
学
教
育
セ

ン
タ
ー

願
書
受
付
期
間（
書
面
で
の
提
出
）

�
月
1
日
（
水
）
〜
1�
日
（
水
）

（
当
日
消
印
有
効
）

午
前
10
時
〜
午
後
�
時

（
土
・
日
を
除
く
）

　

詳
し
い
要
綱
な
ど
は
税
関
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.custom
s.

go.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

長
崎
税
関　

通
関
業
監
督
官

☎
0
9
5
（
8
2
8
）
8
6
2
8

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
実
務
科

訓
練
生
募
集

　

母
子
家
庭
の
母
等
の
職
業
的
自

立
促
進
事
業
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ソ
コ
ン
実
務
科
の
訓
練
生
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

1�
人

応
募
資
格

　

母
子
家
庭
の
母
で
あ
っ
て
、
公

共
職
業
安
定
所
に
求
職
申
し
込
み

を
行
い
、
受
講
指
示
ま
た
は
受
講

推
薦
を
受
け
ら
れ
る
人

訓
練
期
間

�
月
��
日（
水
）〜
1�
月
��
日（
水
）

（
準
備
講
習
を
含
む
）

午
前
�
時
�0
分
〜
午
後
�
時
10
分

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

訓
練
場
所

㈲
佐
世
保
情
報
ア
カ
デ
ミ
ー

（
佐
世
保
市
田
原
町
11
‐
1�
）

適
性
検
査
、
面
接
日

�
月
�
日（
木
）午
後
1
時
�0
分
〜

経
費　

受
講
費
用
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
（
6
4
0
0
円
程

度
）
が
必
要
に
な
り
ま
す

※
訓
練
生
総
合
保
険
（
1
8
0
0

円
）
へ
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま

す
入
校
願
書
受
付
期
間

�
月
1
日
（
水
）
〜
�1
日
（
金
）

入
校
願
書
配
布
・
提
出
先

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
ま
た

は
雲
仙
市
福
祉
事
務
所

問
い
合
わ
せ

・
福
祉
課　

児
童
家
庭
班

・
佐
世
保
高
等
技
術
専
門
校　

企

画
広
報
室

☎
0
9
5
6
（
��
）
4
1
5
1

ママのしあわせプレゼント事業ママのしあわせプレゼント事業

　県では、お母さんの子育てを応援
するために、妊娠期からの家事支援
や、乳幼児期の育児支援サービスを
提供する「ママのしあわせプレゼン
ト事業」を始めました。

○一時保育等利用券（500円×4枚）
は、配布日から2年間有効です。
○利用券を受け取ったら、すべての利
用券に、自分の母子健康手帳番号・
住所・氏名を記入してください。
○県と協定を結んだ事業者におい
て、県内各地で次のような支援
サービスが受けられます。
・家事支援　家事の手伝い
・育児支援　一時保育、幼稚園・保
育所への送り迎えなど
問い合わせ
長崎県こども政策局こども未来課

1095－895－2686
福祉課 児童家庭班 10957－36－2500

　ジャズサックスのトッププレイヤー
「MALTA」率いる「MALTA JAZZ 
QUARTET」によるコンサートが開催さ
れます。ジャズの生の魅力に触れる大きな
チャンスです。
　小浜ジャズオールスターズ、小浜中学
校吹奏楽部の出演・共演もあります。
日時　10月6日（土）午後6：30～（午後6：00開場）
場所　ハマユリックスホール
料金 （全席指定）A席（1・2階席）2,000円

B席（3階席）　 1,500円
※未就学児の入場はご遠慮ください。
券売開始日　8月15日（水）
券売所　教育委員会生涯学習課・教
育委員会各分室・国見町文化会館・ハ
マユリックスホール・千々石町公民館・
ローソン各店舗（Lコード86986）
問い合わせ
教育委員会 生涯学習課 10957-37-3113
ハマユリックスホール 10957-88-3305

JAZZ IN UNZEN

●納期限は、8月31日（金）です

（口座引き落とし日は、4月25日（水）です）

8月は
の納入月です。

市県民税（2期）・
国民健康保険税（2期）

口座振替を利用する人は、口座残高の確認をお願いします。
納税には、便利で安心な口座振替をご利用ください。
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再
就
職
希
望
者
支
援 

　
　
　
　
　

  

登
録
者
募
集

　

㈶
�1
世
紀
職
業
財
団
長
崎
事
務

所
で
は
、育
児
や
出
産
で
退
職
し
、

再
就
職
を
希
望
し
て
い
る
人
へ
さ

ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。

支
援
内
容

・
再
就
職
希
望
者
支
援
事
業

・
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム

　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
個
別
に
相

談
に
応
じ
、
再
就
職
ま
で
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

面
談
か
ら
職
場
体
験
講
習
ま
で

す
べ
て
無
料
で
す
。

　

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

㈶
�1
世
紀
職
業
財
団　

長
崎
事
務
所

☎
0
9
5
（
8
2
7
）
1
2
6
2

子
育
て
支
援
研
究
会 

 

九
州
セ
ミ
ナ
ー
　雲
仙

　

な
ぜ
、
地
域
で
子
育
て
を
支
え

る
必
要
が
あ
る
の
か
…
そ
の
歴
史

と
子
育
て
支
援
に
か
か
わ
る
現
場

が
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
子

育
て
」
と
「
子
育
て
支
援
」
の
『
基

本
』
を
各
地
の
実
践
者
が
集
い
、

共
に
考
え
、
明
日
へ
と
伝
え
る
場

で
す
。

期
間　

�
月
10
日（
金
）〜
1�
日（
日
）

会
場　

ホ
テ
ル
東
洋
館
ほ
か

内
容　

セ
ミ
ナ
ー
、
分
科
会
、
全

体
会
、
懇
親
会
・
情
報
交
換
会

申
込
締
切　

�
月
�
日
（
日
）

問
い
合
わ
せ

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

佐
世
保

☎
0
9
5
6
（
��
）
1
8
4
8

河
川
愛
護
月
間「
絵
手
紙
」募
集

　

河
川
愛
護
月
間
（
�
月
）
に
お

け
る
広
報
活
動
の
一
環
と
し
て
、

河
川
愛
護
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、「
絵
手
紙
」
を
募

集
し
ま
す
。

テ
ー
マ　

川
遊
び
〜
川
で
の
思
い

出
・
川
へ
の
思
い
〜

サ
イ
ズ　

官
製
は
が
き
サ
イ
ズ

※
デ
ザ
イ
ン
・
彩
色
・
画
材
は
自

由
（
写
真
は
除
く
）

応
募
方
法　

作
品
の
裏
に
、氏
名
・

住
所
・
電
話
番
号
、
小
中
高
生
は

学
校
名
・
学
年
、
一
般
の
人
は
年

齢
を
明
記
し
、
郵
送
の
場
合
は
封

書
に
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
氏
名
・
住
所
・
学
校
名
に
は
か

な
ら
ず
ふ
り
が
な
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

送
付
先　

〒
1
0
0
―
8
9
1
8

東
京
都
千
代
田
区
霞
ヶ
関
�
―
1

―
�

国
土
交
通
省
河
川
局
治
水
課
内

「
河
川
愛
護
月
間
」
絵
手
紙
募
集

係　

行

募
集
期
間

�
月
�1
日
（
金
）
ま
で
（
必
着
）

問
い
合
わ
せ

国
土
交
通
省
河
川
局
治
水
課

☎
0�
（
5
2
5
3
）
8
1
1
1

第
56
回
長
崎
県
青
年
大
会

　

こ
の
大
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文

化
活
動
の
発
表
の
場
と
し
て
、
市

町
の
若
者
た
ち
が
日
ご
ろ
の
成
果

9月2日（日） （雨天決行） 午前 9：00～
みずほすこやかランド　ふれあい広場
★ジャンボかぼちゃ計量大会
★かぼちゃ重量当てクイズ
★かぼちゃスケッチ大会
★アトラクション
　（琉球國祭り太鼓）
★表彰式
★餅まき
★ジャンボかぼちゃ即売会

ハガキに住所、氏名、電話番号、かぼちゃの重量を明記の上、
〒859－1292 雲仙市瑞穂町西郷辛 1285
瑞穂総合支所 産業建設課 「かぼちゃクイズ」係へ。
申込締切　8月31日（金）（※必着）
問い合わせ
大会事務局（島原雲仙農協瑞穂営農センター）
 10957－77－2151
瑞穂総合支所 産業建設課 10957－77－2111

☆かぼちゃクイズ☆
（ピッタリ賞に瑞穂米 30kgプレゼント）
県内最重量のかぼちゃは何 kgでしょう？

第12回
長崎県ジャンボかぼちゃ大会

子どもに関する相談電話のお知らせ
雲仙市教育委員会

「親子ホットライン」
－いじめの問題、不登校、その他の教育相談－

雲仙市福祉事務所
「家庭ホットライン」

－虐待、養護などの通報・相談－

長崎県教育委員会
「いじめ相談ホットライン」
－24時間電話相談（全国統一ダイヤル）－

0120-967947 0120-928471 0570-078310
くろう  な く し な な や み 言おう

※ＰＨＳ、ＩＰ電話からはつながりません（フリーダイヤル） （フリーダイヤル）
教育委員会学校教育課 家庭児童相談室 長崎県教育委員会

月
火
水
木
金
土・日

漢方薬の副作用

ペインクリニックをご存知ですか？

プール熱などを起こすアデノウイルス感染症

子どもの近視

精神医療の進歩

毛ジラミ

長崎県保険医協会

☆午前９時～翌朝９時までの24時間、同じ内容のテープが流れます。

8月の健康テレホンテーマ

人口
男
女
世帯数

50,518人
23,967人
26,551人
16,424世帯

（－41）
（ －14 ）
（ －27 ）
（ －4 ）

6月末現在（住民基本台帳） （前月比）
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を
競
い
合
い
、
連
帯
や
友
情
を
深

め
合
う
も
の
で
す
。

日
時　

�
月
��
日（
土
）〜
��
日（
日
）

会
場　

長
崎
市
一
円

問
い
合
わ
せ

長
崎
県
青
年
大
会
事
務
局

☎
0
9
5
（
8
2
6
）
3
0
1
1

8
月
10
日
は「
道
の
日
」

　

道
路
は
、
私
た
ち
の
毎
日
の
生

活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
基
本

的
な
社
会
資
本
で
す
。
し
か
し
、

あ
ま
り
に
も
身
近
な
存
在
で
あ
る

た
め
、
そ
の
重
要
性
が
見
過
ご
さ

れ
が
ち
で
す
。
こ
れ
を
契
機
に
も

う
一
度
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

　
　
　
　
　

 

建
退
共
制
度

　

建
設
業
退
職
金
共
済（
建
退
共
）

制
度
は
、
建
設
現
場
で
働
く
人
々

の
た
め
に
、
国
が
作
っ
た
退
職
金

制
度
で
す
。

　

事
業
主
の
人
々
は
、
現
場
で
働

く
労
働
者
の
共
済
手
帳
に
、
働
い

た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共

済
証
紙
を
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が

建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た

と
き
に
、
建
退
共
か
ら
退
職
金
を

支
払
う
と
い
う
、
業
界
全
体
で
の

退
職
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主

・
建
設
業
を
営
む
人

対
象
と
な
る
労
働
者

・
建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

掛
金　

日
額
3
1
0
円

問
い
合
わ
せ

建
退
共
長
崎
支
部

☎
0
9
5
（
8
2
6
）
2
2
8
5

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.

kentaikyo.taisyokukin.go.jp/

空
手
道　

練
習
生
募
集

　

雲
仙
市
空
手
道
連
盟
で
は
、
練

習
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

空
手
道
に
興
味
の
あ
る
人
、
体

力
・
精
神
力
を
鍛
え
た
い
人
、
護

身
と
し
て
学
び
た
い
人
な
ど
、
み

な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
女
性
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
も

効
果
的
で
す
。
道
場
見
学
も
で
き

ま
す
。

小
浜
空
手
道
部

練
習
日

月
曜
・
水
曜
…
小
浜
公
民
館

時
間　

午
後
�
時
〜
10
時

春
和
会

練
習
日

水
曜
…
千
々
石
第
二
小
学
校

日
曜
…
千
々
石
第
一
小
学
校

時
間　

午
後
�
時
〜
�
時

問
い
合
わ
せ

小
浜
空
手
道
部
（
川
原
）

☎
0
9
0（
4
5
1
0
）4
3
0
2

春
和
会
（
進
藤
）

☎
0
9
0（
8
9
1
8
）1
9
1
7

5日

12日

19日

26日

本 田 医 院

泌尿器科・皮ふ科　菅医院

佐 藤 医 院

菅 医 院

太 田 整 形 外 科

公 立 新 小 浜 病 院

松 本 内 科 医 院

菅 耳 鼻 咽 喉 科

0957（78）2768

0957（88）3151

0957（78）5555

0957（74）2457

0957（78）5413

0957（74）2211

0957（65）3333

0957（88）3131

国 見 町

南串山町

国 見 町

小 浜 町

国 見 町

小 浜 町

国 見 町

南串山町

日 医 療 機 関 電話番号 町 名

水や山の事故にご注意
夏を安全に楽しむために

　夏は、海水浴や川・プールなどでの
水遊び、キャンプや登山など、自然と
親しめる季節ですが、ちょっとした油断
から事故に遭遇し、悲惨な結果を招く
ことになります。
水難事故の防止
水遊び
　子どもの水の事故で最も多いのが、
海や川での水遊びによるものです。子
どもたちは、遊びに熱中するほど周囲
の状況が目に入らなくなります。
ひとり遊びをさせない
○保護者がしっかり監視する
○波の高い岩場や川の流れが急なとこ
ろには近寄らせない
魚釣り
　大人の水の事故で意外と多いのが
魚釣り中の事故です。
「自分だけは大丈夫」と過信しないで
○磯釣りは高波と足場に注意し、必ず
救命胴衣をつける
○ボートや小舟は、ルールを守り、安
全備品の積込み等を確認する
○天候の変化に十分注意し、決して
無理をしない
家の周囲
　家の周囲にも危険なところがたくさん
あります。子どもたちは危険な場所ほど
興味をひかれるものですが、危険かど
うかの判断ができません。
実際に現場を見せて具体的な指導をしておく
○防波堤や船溜り
○柵や囲いのない池や堀・防火水槽など
○ふたのない井戸や下水道・用水路など
もし、子どもたちだけで事故にあったら
　事故が起きたとき、子どもたちだけで
助けようとして、二重事故を起こします。
大人の助けを呼ぶなど、どうしたらいい
のかを日ごろから教えておきましょう。
山岳遭難事故の防止
　全国における夏季（7月～8月）の
山岳遭難は、他の時期と比べても年
間を通して多く発生しています。
　登山愛好家の方はもちろんのこと、
家族や友達同士での登山を計画して
いる人は、最悪の場合を予測して登山
計画を立て、山を楽しんでください。

雲仙警察署

小浜温泉民泊企画展小浜温泉民泊企画展
青い目の人形たち青い目の人形たち

小浜温泉民泊企画展小浜温泉民泊企画展
青い目の人形たち青い目の人形たち

期　間
写真展　7月28日（土）～9月30日（日）
特別展　8月18日（土）～9月２日（日）
（島原第一小学校所有の青い目の人形を展示）
時　間　午前9：00～午後6：00
（月曜日休館※月曜日が祝日の場合は火曜日）
場　所　小浜町歴史資料館
入館料 100円
主　催 小浜温泉57
問い合わせ
小浜町歴史資料館 ☎0957-75-0858

　長崎歴史文化博物館で開催さ
れた「青い目の人形と長崎瓊子
展」の写真展が開催されます。

39 ●広報うんぜん
平成19年８月



四季ゆたか
きらめく雲仙
ゆめみらい

四季ゆたか
きらめく雲仙
ゆめみらい

四季ゆたか
きらめく雲仙
ゆめみらい

四季ゆたか
きらめく雲仙
ゆめみらい

① 米を洗ってザルに上げる
② ごぼうは、小さくささがきにする
③ 干しえびは、皮をむき、水につける
④ ③を沸騰させ、ザルに上げる
※このとき、えびの皮も一緒に沸騰させ、そ
のゆで汁を加えると、だしが出ておいしい
⑤ ①と②に④のえびとだし汁、（Ａ）の調味料
を加え、通常の水加減で炊く
※調味料を加えたら、混ぜないほうが焦げに
くい

雲仙市食生活改善推進員連絡協議会吾妻支部
ご家庭でも手軽においしく
できますので、ぜひお試しください

《材料（４人分）》
米

干しえび
ごぼう
水

２合
20グラム
20グラム
適量

こいくちしょうゆ
うすくちしょうゆ

酒

大さじ3/4
大さじ3/4
大さじ２

砂糖 １つまみ

調味料（Ａ）
できあがったえび
飯（写真上）と有
明海特産の干しえ
び（写真右）

葉月
はづき

花き生産農家の田中さん
夫妻（吾妻町）

今回の菊に関する問い合わせは、
ＪＡ島原雲仙特選菊生産組合
☎0957－38－2121　まで

発
行
：
雲
仙
市
役
所

編
集
：
秘
書
広
報
課

N
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平
成
19年

８
月
１
日
発
行

0957ｰ38ｰ3514

【菊】
写真は、白の輪ギク「岩の白扇」。
夏に人気があります。
鮮やかな色。ボリューム感。バランス。
市場でトップクラスの品質といわれる
雲仙産の菊の一つです。
菊の美しさは、花に加えて、葉や茎と
のバランスも基準となるそうです。
田中さんたちは、生産組合を立ち上げ、
質が高い菊の生産に励んでいます。

▼
今
月
号
の
記
事
に
あ
り
ま
す
よ
う

に
、
雲
仙
市
中
体
連
の
各
種
競
技

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
の

各
中
学
校
を
代
表
す
る
選
手
た
ち

が
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
よ
う
と
一
所
懸
命
に
競
技
す
る
姿

に
、「
あ
ん
な
時
代
も
あ
っ
た
な
あ
」

と
記
憶
が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
▼
競

技
で
あ
る
以
上
、
そ
こ
に
は
勝
敗
や

順
位
が
つ
き
、そ
の
結
果
に一喜
一憂
す
る
選
手
た
ち
。

勝
利
に
歓
喜
し
、
さ
ら
に
高
い
と
こ
ろ
を
目
指
す

も
の
。
負
け
た
こ
と
や
練
習
ど
お
り
の
力
が
出
せ

な
か
っ
た
こ
と
に
悔
し
涙
を
流
す
も
の
▼
子
ど
も
た

ち
に
優
劣
を
つ
け
る
こ
と
に
賛
否
は
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
悔
し
涙
が
選
手
た
ち
の
将
来
の
大
き
な
糧

と
な
る
こ
と
を
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。
負
け
た
こ

と
が
悔
し
く
て
、
涙
を
流
せ
る
ぐ
ら
い
、一つ
の
こ
と

に
打
ち
込
ん
だ
経
験
は
、き
っ
と
将
来
役
に
立
つ
は

ず
で
す
▼
し
か
し
、
一
番
盛
り
上
が
っ
て
い
た
の
は
、

応
援
席
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
。
選
手
た
ち
よ
り
も

声
が
出
て
い
ま
し
た
▼
そ
う
い
え
ば
、私
も
プ
レ
ー

し
て
い
る
よ
り
、声
を
出
し
て
応
援
し
て

い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
な
…
そ
れ
も
、

今
で
は
い
い
経
験
で
す
。

▼
最
近
、
食
に
つ
い
て
ち
ょ
っ
と
気
に
な
っ
て
い
る
。

な
る
べ
く
国
産
を
選
ん
で
い
る
。
多
少
高
い
時
が
あ

る
が
。
健
康
と
か
い
う
前
に
何
か
気
持
ち
…
。
苫

小
牧
や
中
国
の
ニュ
ー
ス
を
思
い
出
し
、
つ
い
つ
い
裏

の
ラ
ベ
ル
を
見
て
し
ま
う
▼「
安
心
」
と
い
う
感
覚
。

こ
れ
も
食
感
の一つ
に
入
る
気
が
す
る
。
雲
仙
ブ
ラ

ン
ド
の
シ
ー
ル
は
、表
だ
け
で
分
か
る
。
安
心
で
き
る
。

た
だ
、
商
品
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
に
、
P
R
文
が
無
い

た
め
、
何
も
知
ら
な
い
消
費
者
に
は
シ
ー
ル
の
意
味

は
伝
わ
ら
な
い
か
も
。
大
き
く
表
示
で
き
れ
ば
と
、

品
数
も
増
え
れ
ば
と
思
う
▼
こ
の
夏
、
た
く
さ
ん

の
人
が
、〝
わ
〜
が
え（
我
が
家
）〞
に
帰
っ
て
来
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
の
味
、
思
い
出
す
味
、

お
ふ
く
ろ
の
味
が
振
る
舞
わ
れ
、
雲
仙
の
良
さ
と

安
心
を
ま
た
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
▼

心
配
す
る
こ
と
が
無
い
こ
と
、「
安
心
」
で
き
る
こ

と
も
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
多
少
窮
屈
な

事
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
市
役

所
も
、
皆
さ
ん
に
「
安
心
」
を
感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
頑
張
って
ま
す
。


